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会議に付した事件 

 日程第１           一般質問 

  １．桒 野 久 明     （1） ウィズコロナ時代の町政の取組について 

                （2） 災害避難所に間仕切りテントや非常用簡易トイレ

の仮設配置を 

 

  ２．重 松 一 徳     （1） 下水道事業計画見直しの進捗状況について 

                （2） 農業支援策について 

 

  ３．大久保 由美子     （1） 女性の視点からの防災と避難所運営について 

                （2） 高齢者の特殊詐欺被害防止対策について 

 

  ４．松 石 健 児     （1） 高島団地内の山下川にガードレールの設置を 

                （2） 町道秋光・久保田線と荒籠線の丁字路に押しボタ

ン式の信号機の設置を 

                （3） 基山パーキングエリアの有効活用と駐車場の設置

を 
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～午前９時30分 開議～ 

○議長（品川義則君） 

 ただいまの出席議員数は12名で定足数に達しておりますので、本日の会議は成立しました。 

 これから直ちに開議します。 

      日程第１ 一般質問 

○議長（品川義則君） 

 日程第１．一般質問を議題とします。 

 最初に、桒野久明議員の一般質問を行います。桒野久明議員。 

○６番（桒野久明君）（登壇） 

 おはようございます。 

 傍聴の皆様には、大変忙しい中での来庁、誠に感謝申し上げます。まだまだ終息の見えな

いコロナ禍で、４月以降ワクチンの接種が始まります。接種に関わる職員の皆様には、大変

多忙な状況が続くことになろうかと思います。そのことへの感謝とワクチンの効果を期待し

て、本日の一般質問に臨みます。 

 それでは、これより先般提出いたしました通告書に基づき、１回目の質問に入ります。 

 １項目めは、ウィズコロナ時代の町政の取組についてであります。 

 この質問の要旨は、新型コロナウイルス感染症のニュースが日本でも多く耳にするように

なってから一年が経過し、今では感染拡大を予防しながら日常生活を送るウィズコロナの時

代となりました。国難を乗り切るため、国もいろいろな施策を模索しています。 

 基山町も例外ではなく、新型コロナ感染症拡大防止の対応、経済の救済、町のにぎわいや

生活の維持など、今後の施策については町民も期待するところでございます。国の深刻な財

政悪化に伴う地方財政の財源不足、経済・所得の落ち込みによる税収の減など、町政に明る

い見通しが立たない現状をどのように乗り切ろうとしているのか、その意見を伺います。 

 そこで、具体的な以下の点をお伺いします。 

 ⑴本年度の税収の見込みをどう捉えているか、お示しください。 

 ア、個人町民税。 

 イ、法人町民税。 

 ⑵令和３年度財政計画に対し、一般財源の不足にどう対応するのかお伺いします。 

 ⑶コロナ禍における町内の企業の状況をお示しください。 
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 ⑷コロナ禍における町内の商店・飲食業の状況をお示しください。 

 ⑸ウィズコロナ時代のにぎわい・コミュニケーションづくりをどう維持・展開するのかお

示しください。 

 ⑹今後の新型コロナウイルス感染症拡大防止への対応はどのようにするのかお示しくださ

い。 

 ⑺税収の減少に対し、経済の回復までどのような施策の展開を考えていますか、お伺いし

ます。 

 次に、２項目めの災害避難所に間仕切りテントや非常用簡易トイレの仮設整備をというこ

とについて質問いたします。 

 この質問の要旨は、先日、福島県沖地震が発生し、一部避難を余儀なくされた方が報じら

れました。梅雨及び台風期の降雨災害や地震災害が年間を通じて絶えません。昨年の台風接

近の際、基山町でもたくさんの方が避難されました。一時的な避難では必要性を感じません

が、一週間程度のやや短期間の避難所では、新型コロナ対策及びプライバシー確保やトイレ

利用の混雑など、様々な課題が発生しています。今後の対策として、災害避難所用間仕切り

テントや非常用簡易トイレを仮設配備する必要を感じ、提案したいと思っております。 

 そこで、具体的には、⑴指定する避難所では避難者に対し、何を提供できるのか、お示し

ください。 

 ⑵中短期、１週間程度なんですが、避難者に対し、どのように対応するのかお示しくださ

い。 

 ⑶家屋倒壊などによる長期の避難者にはどのように対応するのかお示しください。 

 ⑷避難所での新型コロナ対策はどのように計画しているのかお示しください。 

 以上、２項目について私の一般質問といたします。 

 御回答のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（品川義則君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君）（登壇） 

 皆さん、おはようございます。 

 昨日と打って変わって少し暖かくなって、気温の変化が激しくなっているので、またそれ

が健康に十分注意しなければいけない状況かと思っております。そういう中で、一都三県の
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非常事態宣言、新型コロナですね。週末に切れる予定だったんですが、また延長の話が今か

なり濃厚になってきているということで、そういう意味では基山町はもう今40日間ぐらいゼ

ロが続いておりますし、佐賀県も落ち着いておりますが、決して油断しないように新型コロ

ナ対策等に取り組んでいきたいと思っているところでございます。 

 そういう中で、今回、桒野久明議員の一般質問に答弁させていただきますけれども、１つ

目の質問がウィズコロナ時代の町政の取組ということで、まさに時宜を得た話でございまし

て、この質問に対しての対応を考える中でまたいろいろな勉強もさせていただいたところで

ございます。 

 ⑴今年度税収の見込みをどう捉えているのか。まず、アということで、個人町民税ですね。

新型コロナがすごくわっと来た瞬間、税政にすごくいろんな意味で大きな影響があるという

想定を立てましたが、そのときに比べれば、今の時点では意外に落ち着いているというのが

正直なところでございます。ただ、その落ち着いた状態、このちょっと悪い状態が長く続く

と、これが例えば２年も３年も続くと非常に大変になるというふうなそんな感じかなという

のが概略でございますが、その中で個人町民税につきましては、御存じのように令和２年度

の個人町民税の課税額は令和元年の所得が基礎となりますので、新型コロナウイルス感染症

の影響自体はその基礎額には入っていないということでございます。 

 一方で、コロナ禍の影響で営業不振、給与減少などにより納付が困難な方の徴収猶予、納

付計画に係る納税相談とかは増加しておりますので、そういう意味での納税に関してのマイ

ナスが今出てきているという、そういうことでございます。このこともあり、令和２年度の

収納率は前年度をやや下回るというふうなそういう見込みをしております。基山町の町民の

皆さん、本当に納税をきちんとやっていただいていたんですが、さすがに新型コロナで少し

そこの収納率が落ちるということになりますので、その分個人町民税も減収になるというふ

うな、そういう見込みを立てているところでございます。 

 イ、法人町民税なんですが、法人町民税については、本当に一部に好調な業種もあるんで

すが、多くはコロナ禍の影響により収益が減少している状況でございます。このことから、

法人町民税全体で令和３年１月末現在の収入済額は、税率改正分を除きますと前年に比べ

2,570万7,000円減少しているところでございます。それに税制改正によるマイナスもありま

すので、これにプラスアルファの今減少だということになります。このため、令和２年度決

算見込みとしては、今申しました税率改正分も合わせて前年度より減少になり、加えて法人
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の収納率も個人と同じように前年に比べると少し下回るというふうに見込んでおりますので、

ある程度のマイナスというのは今覚悟しているところでございます。 

 ⑵でそういう財政状況の中で、令和３年度の財政計画に対し一般財源の不足をどう対応す

るのかということでございますが、令和３年度においては、新型コロナウイルス感染症の影

響により地方税収も大幅な減収が見込まれることから、国は地方の一般財源総額を確保する

ために、地方交付税の増額や臨時財政対策債発行枠を増やすなどの措置を予定しているとい

うことでございます。町といたしましては、歳出を抑制しつつ、国の補塡措置でも賄えない

部分についてはやはり今ある基金の取崩しで対応していくということになるかと思っており

ます。 

 そのときに、私自身は実は基金はその総額トータルでしかあまり見ていなくて、例えば財

政調整基金とふるさと納税の基金とかいうのは両方合わせて幾ら残っていればいいという感

覚でございますが、どっちかというと財政調整基金をちゃんと残して、ふるさと納税の基金

は少し取り崩すならそっちのほうがいいんではないかという御意見が議会からもございます

し、町内からもそういう話がないことはございませんので、ただし、今ふるさと納税の基金

取崩しはもう一部に限定していたんですよね。その一過性のものにしか充てないと。ただ、

そう限定すると使い道が限定されますので、今回今年度はふるさと納税の部分の使い道をち

ょっと広げて、一過性ではないやつにつきましても使うということにして、ふるさと納税の

基金の取崩しのほうを少し増やすということで、財政調整基金はなるたけ減らさないような、

そんなことも考えながら今工夫をしているところでございます。 

 ⑶コロナ禍における町内企業の状況を示せということでございます。町内の事業者は、新

型コロナウイルス感染症の影響を受けながらも、セーフティネット保証による資金の融資や

特別措置としての給付金、支援金等を受けて事業の継続に努められています。町では、セー

フティネット保証の認定をした事業者数は４号認定が211者、「しゃ」というのは会社の

「社」ではなくて「者」ということで、これは個人事業主も入れているというそういう意味

でございます。それから、５号認定が44者、危機関連保証認定が16者、延べで271者が新型

コロナウイルス感染症の影響で資金融資を必要としたものと考えているところでございます。 

 業種別に見ますと、飲食業、卸売・小売業、サービス業等の落ち込みが大きく、特に飲食

業、卸売・小売業では引き続き前年を下回る状況が続いています。また、建設業、製造業で

も、徐々にではありますが受注の減少の影響が出ていましたけれども、後半は少しずつ持ち
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直している状況というふうになっているところでございます。 

 ⑷コロナ禍における町内の商店、飲食業の状況を示せということでございますが、新型コ

ロナウイルス感染症拡大防止のため、昨年３月以降は外出自粛の動きが強まり、町内の商店

や飲食業は大きな影響を受けております。商店は取引の内容によって状況が異なりますが、

来客数の減少や取引先の休業による影響などにより売上げが減少している商店が増えている

状況でございます。特に飲食業を相手にしているようなお店の場合には、やっぱり厳しい状

況が続いていると思っております。飲食店は売上減少が顕著になった昨年の４月、５月には、

町内の多くの事業者からセーフティネット保証の認定申請がありました。各店舗で３密を避

ける対策の実施や出前や持ち帰り、テイクアウト、弁当販売等に力を入れるなど努力を重ね、

感染拡大防止のための休業要請にも応えながら、どういう表現をしていいか分かりませんが、

もう踏ん張っていただいているというそんな感じかなと思います。 

 一方で、感染拡大防止対策として、外食や娯楽等の自粛により、スーパー等では飲料・食

料品等の売上げが維持されているとともに、基山町で発行したプレミアム付商品券により消

費が喚起され、売上げにつながった店舗もあったようです。特に今回は３つの分類にしたの

がかなりいい感じなっているというふうに思っているところでございます。 

 ⑸ウィズコロナ時代のにぎわい・コミュニケーションづくりをどう維持・展開していくか

示せということでございますが、これまでも町主催のイベントというのは特に縮小とかいろ

いろ工夫はしましたけれども、今年度の町主催のイベントにつきましては、感染症対策を十

分にしながら、物によっては入場制限とか事業内容を変更するなどして、できる限り開催に

努めてきたつもりでございます。なるたけ簡単に中止にしないというふうなそういうことで

やってきたつもりでございますので、これまでもそうでございますので、今後もそういう感

染症対策を十分に講じながらイベントをやっていくということになると思います。もちろん

油断はできませんし、慎重に状況を見極めながら町内のにぎわいや住民のコミュニケーショ

ンづくりにつながるよう事業実施に努めてまいるところでございます。 

 雑談的なことになりますが、昨日たままた商工会の田口会長とばったり会ったので、夏の

きのくに祭りの話がつい最初に出てきていたということで、私のほうからは工夫してやろう

やというふうな感じのことを申し上げましたが、商工会としてはまた違う意見、それから特

に真ん中のビールの飲み会のブースのところで悩んでいるような感じでしたので、そういう

こともありますが、できたらそういうことも含めていろいろ考えていけたらいいなと思って
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おります。 

 ⑹今後の新型コロナ感染症拡大防止への対応はどのようにするのか示せということでござ

いますが、まずは本年４月以降に年度年齢65歳以上の高齢者から新型コロナウイルスのワク

チン接種が始まります。そのための準備作業を現在行っているところでございます。このワ

クチン接種事業を早期に進展させることが重要だと考えているところでございます。昨日よ

りホームページに載せて、もちろんずっと更新していかなければいけない、今の情報だけで

は不十分でございますが、昨日からバナーを作ってホームページに情報を載せております。

順次これから決まったことを更新していきたいと思っております。 

 今日が３日ですから、明日は医師会の方々とちょっと話合いをさせていただいて、協力要

請とお願いとまた連携を密にしていくようなことを考えているところでございます。ワクチ

ンはもちろんワクチンでやっていかなければいけないのと、また並行してこれまでのマスク

の着用や手指消毒、３密を避けるといった基本的な感染予防行動、クラスターの要因となる

マスクを外しての飛沫拡散の防止を徹底していく。特に会食等のときの工夫が何かできない

かなというふうなそういうことも含めて考えていかなければいけないかなと思います。 

 ⑺税収の減少に対して経済の回復までどのような施策の展開を考えているかということで

ございますが、まずは今まさに新型コロナウイルス感染症対策、新型コロナウイルスという

のが今まさにあるので、町民の皆さん健康にすごく意識が向いていると思いますので、まず

は健康をはじめとした町民の皆さんの安心安全に対応していくというのが一番だと思ってい

ますし、それだけだと町のにぎわい、さっきのコミュニケーションみたいなものが減ること

もありますので、プレミアム付商品券などをまた追加で第２弾を出させていただきながら、

町を元気づけるための基山町を町内外にさらに知っていただく、特に外もですけれども、意

外に内のことを町民の皆さんも御存じないこともあると思うので、そういったものをマスコ

ミの力も借りながらプロモーションするような活動もさらに力を入れていきたいと思ってお

ります。 

 さらに、来年度、令和３年度につきましては新しく公共工事計画室というのを立ち上げま

すので、この財政的制約が増すと懸念されるこういう時期にこそ、ここで一旦ちょっと様子

見というか立ち止まってみて、公共工事等の見直しやそれから行政と地域住民の役割分担の

見直し、それから公共工事等の優先順位を見える化するようなそういう取組を、新しい室を

中心にやっていきたいと思っているところでございます。そして、こういったものの取組を
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通じて、基山町の広義の意味での公共工事の短・中・長期の計画的なものをつくっていきた

い。できていないものについては新たにつくるし、総合的な計画もやっていくというふうな

そういうことを考えているところでございます。 

 ２、災害避難所に間仕切りテントや非常用簡易トイレの仮設配備をということで、⑴指定

する避難所では避難者に対し何を提供できるか示せということでございますが、避難所にお

いてすぐに提供できるものとしては、備蓄している乾パンやアルファ米等の食料品、飲料水、

毛布などがあります。また、その他必要に応じて災害時における物資供給に関する協定を締

結している企業等から調達し、提供していただきながら避難者の皆さんに提供することとな

ります。 

 ⑵中短期（１週間程度）の避難者に対してどのような対応をするのかというのを示せとい

うことでございますが、１週間程度の避難生活を想定した場合は、命を守る緊急的な避難に

加え、生活援助という部分も加わってくると思いますので、避難者間のプライバシーが守ら

れるような区画の間仕切りや目隠しなどを工夫する必要があると思います。また、避難者が

こういう範囲にわたらない、少ないような場合は、既存の基山町合宿所であったり、移住体

験住宅、場合によっては憩の家とか、まさに町が今使用しているものを１週間程度であれば

使っていただくようなそういうことも考えていく必要があると考えております。 

 ⑶家屋倒壊などによる長期の避難者にはどのように対応するのかというふうなそういうこ

とでございますが、家屋が倒壊した避難者については、生活スペースの確保が重要となりま

す。倒壊した家屋の規模によって対応は変わってきますが、倒壊した家屋が数戸程度であれ

ば、町が管理する町営住宅の空き部屋を提供するということが２年前のときもありましたけ

れども、そういうことがあるというふうに思います。また、数が多くて町営住宅の空き部屋

では対応できないようなことも想定されますので、そういう場合は早期に仮設住宅の建築と

か、速やかな対応というふうなそういうことが必要になってくると考えております。 

 ⑷避難所での新型コロナ対策はどのように計画しているのか示せということでございます

が、まず、避難されてこられた住民の検温と手指消毒、体調チェックを行います。その上で、

避難所における３密の対応をきちんと行うことが重要だと考えております。また、１つ目と

して、密閉空間をつくらないように定期的に換気を行いたいと思っております。それから、

２つ目としては、不特定多数の方が密集しないように部屋ごとの最大収容数を半分以下にす

るということを考えております。３つ目は、密にならないように通路等による距離を保つ配
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置を行いたいと思います。いろいろなことを考えていきながらその状況に応じて対応してい

くことが大事かと思っておりますので、正直、今年そういう災害が起こらないことを本当に

心から祈りながら１回目の答弁を終了させていただきます。 

○議長（品川義則君） 

 桒野議員。 

○６番（桒野久明君） 

 それでは、２回目の質問に入らせていただきます。 

 先ほどの町長の回答で、かなり詳しく回答書以上に丁寧な説明をいただきまして、私の想

定しておった時間より大分遅れてしまいましたから、少し端折りながら質問していきたいな

と。ただ、傍聴者の方も来られていますし、丁寧な説明は非常によかったなと思っておりま

すので、ありがたく思っております。 

 では、税務課長のほうには二、三点質問しようかなと思ったんですけれども、場所も違う

し緊張もされているでしょうから、１問だけ確認の意味でしたいと思います。国の要するに

税収、国税については、現年度のもので所得が下がったりすれば、もう新型コロナの関係で

すぐ国のほうに上がる税収は、国自体は苦しくなっていると思うんですよね。国債を発行し

たりしながら地方税のほうに回していっていると思いますが、基山町の場合、地方の場合は

前年度、説明にありましたように、令和２年度の場合は令和元年度の実績を基に税収が確定

していくということで、国とは違って今度町は、先ほど町長が答弁されたように次年度、ま

た今回でいえば令和３年度、またはその後の令和４年度、これから先の新型コロナがどうい

う状況になるか分かりませんが、かなり厳しくなるんではないかなと私は思っております。 

 また、個人については、先ほどの回答もありましたけれども、個人のほうはもうまさに店

じまいしてしまったとか、要するに給料が下がったとか、そういったことで本当に困ってい

るのは町民ではないかなと思っております。令和元年度の実績で町税が課せられるというこ

とで、課せられた年に新型コロナにもうなっておるわけですから、非常にそういったことで

相談が上がっているのかなと、回答の中でわかります。確認ですが、そういったことの認識

でよろしいでしょうか。 

○議長（品川義則君） 

 寺﨑税務課長。 

○税務課長（寺﨑博文君） 



- 147 - 

 今、桒野議員がおっしゃられたとおり、前年中の所得に応じて今年度のほうをしていただ

きますので、今年度で所得が減少している方についてはやはり納付が困難な方が多くおられ

るというのは現状でございます。 

 以上でございます。 

○議長（品川義則君） 

 桒野議員。 

○６番（桒野久明君） 

 そういったことを踏まえてその後の質問に入りたいと思います。 

 まず、⑵でコロナ禍における町内の企業の状況についてお伺いしましたが、その再質問に

入ります。国においても、地方より先に新型コロナ感染症の影響を受けて、先ほど申しまし

たように国債発行したりして国も大変苦労しているというような状況だろうと思うんですが、

地方財政の計画に対して、一般財源の確保が満足にならないというか、国もそういったこと

を財政規模に応じて分配するわけですが、そういったものに対して地方交付税とか臨時財政

対策債等の発行の増減、また不足額の折半とか、そういったやり方をすると思うんですが、

そういったことを踏まえて、現在の地方交付税、また臨時交付税対策債ですか、こういった

関係の今年度というか、来年度になりますか、そこら辺の見込みは今どういうような状況に

なっていますでしょうか。 

○議長（品川義則君） 

 平野財政課長。 

○財政課長（平野裕志君） 

 国のほうでは、本町に限らず地方税収全体の落ち込みを想定しておりますので、地方自治

体の一般財源総額を確保するという観点で、地方交付税の総額を前年比5.1％増、臨時財政

対策債を74.5％ぐらいだったと思います、を確保して、地方自治体の行政運営が可能になる

ようにということで今予定をされているところでございます。 

○議長（品川義則君） 

 桒野議員。 

○６番（桒野久明君） 

 そこで、国のほうに地方の財政計画を立てて上げていると思うんですが、令和３年度当初

予算が組まれている形になるんですけれども、そういった組立ての中で、行政サービスは令
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和２年度の状況を維持できるような形にはなっているのでしょうか。そこら辺ちょっとお願

いします。 

○議長（品川義則君） 

 平野財政課長。 

○財政課長（平野裕志君） 

 いろんな行政サービス、住民サービス、経常的にやっているようなものは令和２年度と変

わらない規模のやつ、扶助費あたりに関してはここ数年伸びてきておりますので、それは

数％伸ばしたところで確保しております。令和３年度の当初予算につきましては、投資的な

ものであったりとか臨時的なものは極力抑えつつ予算編成をやってきたところでございます。 

○議長（品川義則君） 

 桒野議員。 

○６番（桒野久明君） 

 そうですね、町民にとっては最低限、幾ら見直しても行政サービスとかそこら辺がおろそ

かになっては失望感が高くなるということになりますので、ぜひとも最低限の行政サービス

は確保してやっていっていただきたいと思っております。 

 先ほど、町長は基金の取崩しについてもお話がありました。質問しようかなと思っておっ

たんですが、ふるさと納税の関係の基金のほうから言われましたが、令和２年度、今現に進

んでいる分ですけれども、これについては財政調整基金の積立てのほうはできるんでしょう

か。 

○議長（品川義則君） 

 平野財政課長。 

○財政課長（平野裕志君） 

 すみません、令和２年度の財政調整基金の積立てですか。令和２年度ですね。令和２年度

の財政調整基金の積立ては、令和元年度の繰越金の２分の１相当額というのはたしか5,500

万円ぐらいだったと思います、は昨年９月の定例会の中で補正予算としてお認めいただいて

おります。それと、今回の３月の定例会に850万円ほど積立てをお願いしております。これ

は町有地の売却に伴う売却益を財政調整基金のほうに積みたいということで計画をさせてい

ただいているところでございます。 

○議長（品川義則君） 
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 桒野議員。 

○６番（桒野久明君） 

 令和３年度当初予算のほうについてはまた審議されると思いますので、どういった考え方

になっていくのか、議員の皆さん方に質問していただければいいのかなと思っておりますの

で、次に入りたいと思います。 

 コロナ禍における町内の企業の状況ですが、回答いただきましたセーフティネットの保証

の認定をされた事業者延べ271者についてです。これは、基山町の事業者の全体のおよそ

何％ぐらい、およそで結構ですのでお願いします。 

○議長（品川義則君） 

 山本産業振興課参事。 

○産業振興課参事（山本賢子君） 

 セーフティネット保証の認定を基山町でさせていただいている事業者が、今おっしゃって

いただきました延べ271者でございますけれども、基山町全体の事業者数としては正確な確

定な数字を持っておりませんが、約600者以上事業者があるというふうに思っておりますの

で、おおよそでございますけれども30％の事業者がこのセーフティネットの保証の認定を受

けられたと考えております。 

○議長（品川義則君） 

 桒野議員。 

○６番（桒野久明君） 

 また、16者という回答のありました危機関連保証という回答がありましたけれども、この

16者について簡単に説明願えますか。 

○議長（品川義則君） 

 山本産業振興課参事。 

○産業振興課参事（山本賢子君） 

 危機関連保証につきましては、セーフティネット保証の上乗せの保証という形の組立てに

なっておりまして、一般的なセーフティネットの融資を受けられても、それ以上に融資が必

要である方に上乗せで保証ができる制度ということで、16者を認定させていただいていると

ころでございます。 

○議長（品川義則君） 
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 桒野議員。 

○６番（桒野久明君） 

 回答にありましたようにいろんな申込みがあって、30％ぐらいの方が申し込んだというこ

とは、それだけ危機感を持っている方がおられたのかなと思っております。 

 次の４番目の質問の中では、今度は具体的にその商店とか飲食業についての状況をお伺い

しました。このコロナ禍で１年経過しておりますが、倒産とか店じまいとか、そういった情

報は入っていますでしょうか。 

○議長（品川義則君） 

 山本産業振興課参事。 

○産業振興課参事（山本賢子君） 

 店じまいといいますか、１件だけお茶の事業をされていらっしゃったところが辞められた

ということで聞いております。それ以外は、私どものほうにはまだ情報は入っておりません。 

○議長（品川義則君） 

 桒野議員。 

○６番（桒野久明君） 

 そうですね。私のほうでもあまりちょっと聞いていなかったもんで、次の質問なんですが、

プレミアム付商品券、いろんなタイプのもの、３つぐらいの形で分けてターゲットを絞りな

がらやっていただきました。これについて私は非常に成果を評価しているわけですけれども、

今後のためにその件について反省点等はありますでしょうか。 

○議長（品川義則君） 

 山本産業振興課参事。 

○産業振興課参事（山本賢子君） 

 プレミアム付商品券につきましては、今回は３種類の種類別に分けまして発行させていた

だきました。３種類のうち１種類、飲食店の応援型の分につきましてが二百数冊でございま

すけれども、売れ残るというような状況でございました。発行の冊数の見通しが少し甘かっ

たという点もございますし、世の中の状況でやはり外食を皆さん控えられたというところで、

売れ行きが最後の一押しが足りなかったのかなというふうに反省をしているところでござい

ます。 

○議長（品川義則君） 



- 151 - 

 桒野議員。 

○６番（桒野久明君） 

 第三弾のまた新型コロナの対策の関係もありますし、今後、新型コロナが早く終息するよ

うな格好であれば問題ないんですが、そういったところで研究を重ねていただいてよりよい

ものをやっていただきたいなと、救済に回してほしいなと思います。 

 プレミアム付商品券が、私は細かくはちょっと調べ切れていないんですが、例えば基山町

には美容とかまた理容関係の方、それとか整体とか整骨院の方、また病院の関係、歯科医院

とか内科医院がありますけれども、こういったところの営業の状況というのは簡単でいいで

すが分かりますでしょうか。 

○議長（品川義則君） 

 山本産業振興課参事。 

○産業振興課参事（山本賢子君） 

 プレミアム付商品券の利用につきましては、小規模事業者の応援型というような券が美容

業・理容業というようなところでは使用ができたということで考えておりますけれども、今

実績としてどこで使われたかというようなところまではちょっと細かくは手元にまだ資料が

上がってきておりませんけれども、大変美容・理容業については厳しい状況、そのプレミア

ム付商品券だけではなく、事業全体として厳しい状況だったということは聞いているところ

でございます。 

 それから、医療関係につきましては、やはり医療の受診を控えられたというところでお話

に出ている分もございましたので、医療業界のほうも厳しい状況というふうにお聞きしてお

りましたけれども、県の経済状況の動向の調査等で見ますと、医療業はやっと持ち直しつつ

あるというような結果になっていたというふうに認識しております。 

○議長（品川義則君） 

 桒野議員。 

○６番（桒野久明君） 

 ぜひとも基山町の経済の一環の中枢にあり、また数も多いですから、そういったところも

注視していただいて、今後の救済等の検討に入っていただきたいなと思っております。 

 ちょっと薄っぺらになりますけれども時間の関係もありますので、次は新型コロナ時代の

にぎわい・コミュニケーションづくりについて、まちづくり課長に質問いたしたいと思いま
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す。スポーツ・文化のイベントが新型コロナ感染症の脅威から中止、または休止等決定され

る場合が多いんですが、これはやむを得ない状況だったのかなと思っております。昨年度は

まちづくり課主導の下でスタンプラリーみたいなやつ、夏場暑い時期だったですけれども、

皆さん新型コロナに打ち勝って一つの新しいイベントが達成できたと。このことについて私

は非常に評価しております。無事、いろんな気を回したと思うんですが、そういったことで

できたかなと思っております。 

 また、新型コロナウイルスがクラスターの発生する場所がある程度分かってきた状況にな

ってきているのかなと思っておりますので、そういった状況下で現在までのイベントの状況

を見ながら対策を講じて開催する部分ですが、中止と決まれば皆さんの意見を聞きながら中

止で致し方ないんですが、例えばにぎわいという意味ですれば、今まで例年であれば春のバ

レーボールとか、区対抗バレーボールとソフトボールの大会がありました。ここら辺もまだ

室内競技とか非常に厳しい状況がありますので、結構まだ厳しい結果が出るのかなと。また、

秋の町民体育大会、これも本当に基山ってすごいなというぐらいの大会をやっていたわけで

すが、今はこういったことも人が密集するということで、また今後も中止になるのか、形を

変えてとなるのか分かりませんが、こういったことを頭に入れながら、各団体の協力を得な

がら新しいものというか、新しい屋外競技みたいなものが、もし中止の方向になるんであれ

ば、火元を考えながらできないものかなとちょっと私は思っております。そういった検討委

員会もできてもいいのかなと思っております。 

 質問が長くなって申し訳ないんですが、これからなんですけれども、私の考え方ですけれ

ども、例えばグラウンドゴルフというのを調べたら、結構野外でも競技者が密集しないとい

う、接近しないということ、タッチをしたり何かがあまりないということで取り上げられて

いました。これを区対抗とかにできないかなと。新型コロナ期の特例ですけれども、例えば

小学校低学年、小学校高学年、それから中学生、高校生を入れるかどうかはありますけれど

も、20代から30代、30代から40代、40代から60代、70代から80代、各年層で１人ずつぐらい

のをやると七、八人から九人ぐらいに１区でできます。そういった方に体育委員さんとか応

援団も何人か限定して対抗戦ができないかなと。周りで応援したいとなれば配置を考えなが

らやるというような形、あくまでも案ですけれども、そういったことも考えられないかなと。

そういった意味では、検討委員会を開いてもらって、ほかの競技でも構いません。そういっ

たものができないか、課長のお考えをお聞きしたいと。 
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○議長（品川義則君） 

 井上まちづくり課長。 

○まちづくり課長（井上信治君） 

 コロナ禍の中のスポーツイベントですね。今年度は周りの状況等にいろいろと影響される

こともありましたし、だんだん分かってきたこともございます。その中できやまウォークと

いうものが開催できたということは大変喜んでいるんですけれども、これにつきましても通

常の運動会がテントの中が密になる、それから体育部長さんにおきましては、選手を集める

というところがどこまで安全を担保できて集めることができるのか、説明がどういう形でで

きるのかという非常に難しい問題がございました。その中で、新型コロナの中のイベントと

しましては、まず１つ目として自由参加であると、自己責任、自由参加での参加が必要であ

ろうということがまずは大きなポイントになってくると思います。 

 これを踏まえまして、委員会といいますよりも、今現在、町のスポーツイベントにつきま

してはアドバイザー的なスポーツ推進委員さんがいらっしゃいます。それに加えまして、基

山の運動事業につきましては、体育協会の陸上協会の皆様の御支援もいただいております。

そして、体育部長さんに御協力をいただいているということで、その３者が一堂に集まって

コロナ禍におきましては特にそういう会議に努めておりますので、その中で方向性を見なが

ら、状況を見極めながら、それぞれのスポーツイベントにつきましてはまた今年度も大きく

形を変えていくということを想定しながら、一緒にそういう協議を進めながら実施に向かっ

ていければと考えております。 

○議長（品川義則君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君） 

 質問に答えていないようなので答えさせていただきます。 

 グラウンドゴルフは本当に幅広い年齢でやれるんですけれども、ただ１点だけ、実は社協

がやっているいわゆる子供クラブと老人クラブのグラウンドゴルフ大会というのがあって、

去年は子供クラブが参加できなかったので、サロン運動会も中止にしたんです。サロン運動

会の代わりの各区対抗グラウンドゴルフ大会になったんです、去年がね。だから、そっちと

の今度は関係も考えないと、何もかもやってしまうと非常につらいと。その一つで今悩んで

いるのが体育大会をどうするかと。せっかくの基山の財産の体育大会をなくすのはつらいな
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と。一方できやまウォークがすごく評判よかったので、両方やるか、これは大変だと。今そ

の辺で悩んでいるのが正直なところなので、グラウンドゴルフにつきましても社協との関係

を整理しながらまた考えていきたいというふうに思います。 

○議長（品川義則君） 

 桒野議員。 

○６番（桒野久明君） 

 そうですね。私も高齢者と小学生の触れ合いの分については参加したこともありますし、

非常にあれも小学生の子供たちからするとおじいちゃん、おばあちゃんが非常に上手なんで

すね。世代別にしてやっても多分そこら辺が一番うまいのかなと。だったら、少し高齢者が

若い人たちに自慢ができる競技になるのかなとちょっと思いました。30代、40代の方はあま

りやっていませんから、ゴルフはやっておってもグラウンドゴルフはなかなかできないとい

う状況があったりして、面白いことにならないかなとちょっと思ったもんで、これは検討し

て今後の課題としてください。 

 ⑹につきましては、新型コロナウイルス感染症の拡大の防止の対応ということで上げてい

ましたが、ここら辺、ワクチンの接種その他は説明をいただいておりますので、ぜひとも多

忙の中でやっていただくのでお願いしたいなと思って飛ばします。 

 ⑺での施策の展開についての再質問です。先日、令和３年度の基山町施政運営方針で町長

より報告がありまして、予算特別委員会でその内容については審査されると思いますので、

細かい内容についてはここでは触れません。今後、税収の低下が想定される中で、実施予定

の事業が今は必要ないものとか、やって果たして効果が上がるのかなというようなものの精

査で、そういったことで支出の見直し、ぜひとも町長の回答の中にもありましたけれども一

旦見直しをかけて、余分という言い方はないんですけれども、税収のもの、または基金の状

況を見ながら、ぜひともそういったことの見直しを行う大切な時期ではないかなと思ってお

りますので、私のほうもその点、町長のお考えをよろしくお願いします。 

○議長（品川義則君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君） 

 桒野議員が御指摘のとおりだと思いますので、これまでも決して、何というか、無駄な歳

出をしてきたつもりはないんですが、特にここ一、二年は、後でいいことについては後延ば
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しする勇気も必要かと思っています。ただ今やらなければいけないことはどんなに財政が厳

しくても今やるということで、そこら辺もめり張りをつけてやっていきたいと思っています。

そういうことで、今年度も予算額としては去年の骨格予算よりも少ない予算額をまずは計画

させていただいておりますので、まさに御指摘のとおりの考えでやっていきたいと思ってお

ります。 

○議長（品川義則君） 

 桒野議員。 

○６番（桒野久明君） 

 まさに基山町民の中でも本当に経済弱者と言われる方、ひとり親の家庭とかあります。職

場を失ったり、そういった話も世間では聞いております。そういった状況下で子育てしなが

ら頑張っておられるということで、そういったところをまずは見過ごさないと、基山町が助

けていくという気持ちでですね。それから、町長には財政破綻とならないようにしっかりか

じ取りしていただきまして、この新型コロナ期を乗り切っていただきたいという思いがあり

ますので、そういったことを期待して次の質問に入ります。 

 ２項目めで、災害避難所についての再質問になります。昨年は非常に大きな台風接近が報

道され、避難勧告等が出されまして、基山町でも数多くの方が一時避難をされました。幸い

この台風では大きな民家の被害はありませんでしたが、不安な一夜を無事に過ごすために避

難行動を取られたんではないかなと思っております。そこで、⑴で指定する避難所では、避

難者に対して何を提供できるかということを質問しまして回答いただきました。予定してい

る備蓄物資、こういったものがあればまずは一安心かなと思いますけれども、昨年の一時避

難において新たに取り組み上の問題点はあったのかなかったのか、ここら辺ちょっと御回答

願います。 

○議長（品川義則君） 

 熊本総務企画課長。 

○総務企画課長（熊本弘樹君） 

 昨年の台風の折には、事前にコロナ禍ということもありまして、当初から予定している人

員の半分程度を収容するというところで、前回の場合にはこれまで使用したことのなかった

総合体育館も使用することになりました。そういった中で、ある程度の区画割りというのも

想定をしておったところでございますけれども、やはり一どきに避難者が来られたときに少
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しそういった場所の確保というところに手間取った部分等もございましたので、そういった

部分について少し改めて計画を練り直す必要があるだろうということで、レイアウトについ

て再検討を行っておるところでございます。 

○議長（品川義則君） 

 桒野議員。 

○６番（桒野久明君） 

 備蓄の物資の関係なんですが、例えば一時避難されるときに、余裕を持って避難所に向か

われた方は問題ないかと思うんですが、大雨のときとか水害のとき、水につかったり雨に打

たれたりして、着のみ着のまま入ってくる方も想定されると思うんですが、今備蓄物資の物

の中ではちょっと見当たらなかったんですが、例えばタオルとかそういったものの備蓄はあ

るんでしょうか。 

○議長（品川義則君） 

 熊本総務企画課長。 

○総務企画課長（熊本弘樹君） 

 災害用として、タオルとして直接備蓄をしておるということはございませんけれども、い

ろいろなイベントごとで使っておりますタオル等については、ある程度の余裕を持ちながら

実施をしておりますので、そういった部分、必要になればすぐに準備はできると思っており

ます。 

○議長（品川義則君） 

 桒野議員。 

○６番（桒野久明君） 

 すぐに準備できるということであればいいんですが、本当に着のみ着のままという方、必

ず出てきますので、そういったことも配慮していただきたいと思います。 

 それから、中短期と書きましたけれども、１週間程度の避難者の対応ですけれども、避難

所での避難生活が１週間程度になってくるとプライバシーの問題が起こってきます。町はこ

の問題をどう捉えてやろうとしていますか。 

○議長（品川義則君） 

 熊本総務企画課長。 

○総務企画課長（熊本弘樹君） 
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 昨年度の避難の折から、コロナ禍ということもありましたので、特に間仕切りをして３密

を避けるというところもありましたので、昨年度については段ボール等を用意して、それで

パーティションを切っていくという形で対応を取らせていただいたところでございます。今

後については、せんだってからございました東北のほうの地震等でも、パーティション等の

簡易な屋根がない分について非常に役立ったという情報もございましたので、そういった部

分については少し購入も含めて検討していくべきではないかなと思っております。 

○議長（品川義則君） 

 桒野議員。 

○６番（桒野久明君） 

 このパーティション的なもの、私も段ボールで前回の質問の折では避難所ではそういった

ものが必要になりませんかとやりましたけれども、たまたま今回の東北の地震のときに見た

ニュースの中では、もう本当にテントがずらっと並んでいたんですね、簡単にできるような

もの。私もインターネットで調べてみましたら、１万円程度で三、四人が入れると。それと

ある程度そういったプライバシーの問題もできるし、新型コロナ対策にもなるのかなと思っ

て、１つはこれを上げました。 

 もう一点、朝夕でトイレが混み合うということで、以前の研修の際に、トイレがないため

に野外でして女の方が性犯罪を受けたと。これが結構多発しておるということが熊本地震で

はあったそうです。そういったことを考えますと、トイレは以前のあれでは数については業

者が持ってきて簡易トイレを建てていくというようなことで聞いておりますが、この簡易ト

イレというのは四角い段ボールの箱みたいなやつに便座だけがついて、多分ビニールを入れ

て、用を足したらきびって捨てるというようなものなんですが、1,500円程度、これもイン

ターネットで調べますとそれぐらいの値段ですが、備蓄できるんではないかなと。20か所と

か30か所ぐらいの備蓄で用は足りるのかなと思っていますが、こういったことを課長、検討

してみたことはありますか。 

○議長（品川義則君） 

 熊本総務企画課長。 

○総務企画課長（熊本弘樹君） 

 今、本町として備蓄している簡易トイレとしては、組立て式ではありますけれども11基ほ

ど持っております。その分というのがいわゆる熊本地震があったときに、国のほうがプッシ



- 158 - 

ュ型で送ってきた部分で少し余剰が出たということで、その分を頂いた分でございますけれ

ども、そういったように少し長期間になるようでございましたら、前回の例えば一昨年の大

町辺りの大雨のときも数日程度で仮設トイレ、それから段ボールベッドなどもプッシュ型で

国のほうから届けられておりますので、そういった部分も併用しながら実施をしていきたい

と思っておりますし、あわせて、災害応援協定でいろんな部分で各事業所と締結いたしてお

りますので、そういった部分も利用しながら対応していきたいと思っております。 

○議長（品川義則君） 

 桒野議員。 

○６番（桒野久明君） 

 ぜひともこの２つの問題は必ずちょっと長期になってくると起きてくる問題ですので、ぜ

ひ検討して、数的なもの、また防災倉庫も出来上がるということですので、備蓄箇所は少し

広がるのかなと思っていますので、ぜひ検討いただきたいと思います。避難者が比較的少な

ければ基山町の合宿所とか、移住体験住宅の利用も可能ですと書いていますけれども、そこ

には利用料金が発生するのか、もしくは無償で提供できるのか。そういったことについてお

願いします。 

○議長（品川義則君） 

 熊本総務企画課長。 

○総務企画課長（熊本弘樹君） 

 そこの部分については、あくまでも災害でございますので、そういった部分で免除をさせ

ていただくことになると思っております。 

○議長（品川義則君） 

 桒野議員。 

○６番（桒野久明君） 

 あるいは、逆に利用してトラブルとか、どういったトラブルが出るのかというのはちょっ

と分かりませんけれども、お金は発生しないで利用できるということであれば、いろんな利

用規定というか、そういったものの規定とか、そういったものの整備は必要ではないかと思

うんですが、そこら辺、まちづくり課長ですかね、何か考えがありましたら。 

○議長（品川義則君） 

 井上まちづくり課長。 
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○まちづくり課長（井上信治君） 

 合宿所におきましては、もう通常のお泊りいただく施設でございますので、特に災害の避

難者の方のための特別なルールというのは特にないのかなという考えでございます。隣に食

堂もございますので、併せてうまく使えるような形が取れればと思います。利用料につきま

しては、総務企画課長からも申し上げましたけれども、減免という形が取れますので、きち

っと対応したいと思います。 

○議長（品川義則君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君） 

 いろんな場所を使うことが考えられます。憩の家、さっき言いましたけれども、基山っ子

みらい館も使えるかもしれませんし、そういう意味では規定という言葉がいいかどうかは別

にして、そういう場合のルールを今の何もないときにつくっておったほうが、いざ鎌倉のと

きが大変だと思いますので、そこら辺りはちょっと検討させていただきたいと思います。 

○議長（品川義則君） 

 桒野議員。 

○６番（桒野久明君） 

 私は多分規定まで設けてというのを思いましたけれども、そういった利用で想定されるト

ラブルとか、そういったものが解除できるようなルールはつくっておいたほうがいいのかな

と。これはまちづくり課長が今おられましてあれですけれども、移住定住促進の住宅も、本

来の目的はちょっと違うから、だけれどもやっぱり被災者の方が一時的に泊まるにはああい

ったところも風呂がありますし便利なところかなと思いますので、定住促進課の課長はいま

せんが、ぜひともそこら辺は検討しておいていただきたいなと思ったんですが、次に入りま

す。 

 ⑶ですが、家屋の倒壊などによる長期の避難者の対応について伺ったんですが、このよう

な災害については、その日のうちに避難者の把握ができるんではないかなと。家が崩れたと

かいう情報を区長なり通して情報が入ってくるのかなと。そういったときに町営住宅とかそ

ういったものを利用できますよと、数には制限がありますがということで書かれていました

が、こういったものの早い対応というのは利くもんでしょうか。お願いします。 

○議長（品川義則君） 
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 熊本総務企画課長。 

○総務企画課長（熊本弘樹君） 

 平成30年に丸林地区のほうで土砂災害がございましたけれども、そのときにも家屋が２軒

ですかね、全壊とかという状況になりましたけれども、そのときにも町営住宅が空いており

ましたので、そういったところを御利用されるんであればということで御案内して、実績と

しても仮の住宅として住んでいただいたというところもございますので、そういった対応を

また取らせていただくことになると思います。 

○議長（品川義則君） 

 桒野議員。 

○６番（桒野久明君） 

 物があればある程度早い対応が利くのかなと思います。大規模、ある程度の数になった場

合は仮設住宅等を考えなければいけないということでも書かれていましたけれども、ここら

辺については、大体どういった手順でどのくらいの期間がかかってそういったものが整備で

きるとお考えでしょうか。 

○議長（品川義則君） 

 熊本総務企画課長。 

○総務企画課長（熊本弘樹君） 

 一つは、その被災された方の世帯の数にもよると思いますけれども、そういったところで

の場所の選定であったり、あと実際の仮設の手配になりますので、何日というのはなかなか

言えませんけれども、迅速な対応ができるようにそういった事前の例えば場所の選定という

か、そういったところも考えながら今後検討していきたいと思います。 

○議長（品川義則君） 

 桒野議員。 

○６番（桒野久明君） 

 業者の連絡先とかなんとかというのは整備していただいて、その期間が少しでも、もう仮

設住宅と決めたときに対応が早くできるように準備していただきたいなと思っております。 

 あと２分ということでもうまとめさせていただきます。いつ起こるか分からない地震災害

や梅雨・台風期の降雨災害は災害規模で避難形態が異なってきます。先日の地震災害の報道

の中で体育館の避難所、先ほどお話ししましたが、もう本当に早かったんですよね。地震が
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起きてニュースですから、１日たったかどうかぐらいのときに被災者がインタビューを受け

ているシーンがあったんですけれども、もうテントができたのかな。ただテントを組み立て

るのは簡単ですから、多分備蓄、また地震のよく起きる場所ですからそういったことができ

ていたのかなと思って感心したところです。 

 新型コロナ対策のときに思い出しておけば、そういったものがあればそれも入れ込んでで

きたのかなと思うんですけれども、そういったもの、また今、避難所が家族ごとに仕切られ

て、飛沫防止とかプライバシーが保たれた状況をちょっと見受けました。また、熊本地震で

は先ほど言いましたように性犯罪が起きているというような状況、また課長も答えられてい

ましたので状況が分かっていると思うんですが、そういったことも踏まえて今回防災倉庫も

整備されるということで、そういった備蓄品の見直し等をしていただけたらということを考

えまして、本日の私の一般質問を終わりたいと思います。 

 以上です。 

○議長（品川義則君） 

 以上で桒野久明議員の一般質問を終わります。 

 ここで10時50分まで休憩します。 

～午前10時40分 休憩～ 

～午前10時50分 再開～ 

○議長（品川義則君） 

 休憩中の会議を再開します。 

 次に、重松一徳議員の一般質問を行います。重松一徳議員。 

○９番（重松一徳君）（登壇） 

 皆さん、おはようございます。９番議員の重松です。 

 平日の昼間の時間帯、大変忙しい中、傍聴していただきまして大変ありがとうございます。 

 それでは、早速質問してまいります。 

 質問事項１として、下水道事業計画見直しの進捗状況について質問いたします。 

 下水道事業の見直しについては、何度となく質問してまいりました。公共下水道事業全体

計画が見直され、今後、下水道区域を拡大する区域と除外して合併浄化槽により処理をして

いく区域に分けて事業を行っていくことになります。ポンプ場の建設、そして汚水管渠の建

設も令和７年度をめどに進められてまいります。今後の進捗状況について質問します。 
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 具体的な質問として、⑴公共下水道事業の見直しに伴う住民説明会がありましたけれども、

全体の合意が取れているのか、まず質問いたします。 

 ⑵宝満川流域下水道処理場への汚水計画量と、今回、公共下水道を使う計画人口について

説明してください。 

 ⑶家庭用合併処理浄化槽に対する補助対象世帯数について説明ください。 

 ⑷家庭用合併浄化槽設置世帯に対して、使用人数により補助金として年間２万7,000円が

補助されることになりますけれども、その積算方法についてお示しください。 

 ⑸認可区域の拡大により、合併浄化槽を撤去する費用の補助はあるのか説明ください。 

 ⑹受益者負担金に上限を設定するべきではないのかと私は考えておりますけれども、どの

ようにお考えでしょうか。 

 ⑺計画見直しに伴う全体計画の見直しと今後の工程、そして、何よりも大事な財政計画に

ついて説明ください。 

 次に、質問事項２として、農業支援策について質問してまいります。 

 本町の農業は、耕作面積の狭さ、そして農業従事者の高齢化、耕作放棄地の増加、そして

新規就農者の参入が少ない問題等々、厳しい状況にあります。人・農地プランの実質化の取

組を含め、町内農業を守り発展させるために何が必要なのか、一緒に考えたいと思っており

ます。 

 具体的な質問として、⑴町内には、園部、基山、そして長野小倉と３つの営農組合があり

ますが、それぞれの営農組合の農地面積と会員数について説明ください。 

 ⑵３つの営農組合の経営状況と今後の課題について説明ください。 

 ⑶農地減少に伴う３つの営農組合の統廃合の可能性について説明ください。 

 そして、最後に、⑷農業従事者への経営安定支援策と町独自の支援策について説明を求め

まして、１回目の質問を終わります。 

○議長（品川義則君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君）（登壇） 

 重松一徳議員の一般質問に答弁させていただきます。 

 先ほど答弁に時間をかけ過ぎて、あとの時間が少なくなったので、今回は早く答弁させて

いただきたいと思っております。 



- 163 - 

 １、下水道事業計画見直しの進捗状況について。 

 ⑴公共下水道事業の見直しに伴う住民説明会で全体の合意は取れているのかということで

ございますが、令和元年９月から10月において、公共下水道区域に編入する区域と下水道区

域から除く区域となる合併浄化槽区域の住民の皆様に説明会を行いました。また、説明会の

ときに御意見をいただいた各地域にはそれぞれに足を運んで、それぞれの地域の皆様と令和

２年２月まで個別協議を行い、御理解を得ることができました。 

 ⑵宝満川流域下水道処理場への汚水計画量と計画人口はということでございますが、宝満

川流域下水道の汚水計画量は、目標年次令和17年度、日最大8,000トンです。計画処理人口

は１万3,760人です。 

 ⑶家庭用合併浄化槽に対する補助対象世帯数はということでございますが、令和３年２月

時点で家庭用合併処理浄化槽に対する補助対象世帯数は320世帯を見込んでおります。 

 ⑷補助金の積算方法を示せということでございますので、補助金の積算方法は、合併処理

浄化槽の維持管理に係る費用から年間下水道使用料を差し引いた額が２万7,000円以上の場

合に、法定検査料、保守点検料及び清掃手数料の合計額相当分として２万7,000円の補助に

なります。 

 ⑸許可区域の拡大により合併浄化槽を撤去する費用の補助はあるかということでございま

すが、合併浄化槽を撤去する費用の補助はございませんが、処分では合併浄化槽が建物の近

くにあり撤去がしにくいため、多くの合併浄化槽は浄化槽内部を清掃の後、砂で埋め戻す処

理方法となっているところでございます。 

 ⑹受益者負担金に上限を設定する考えはということでございますが、受益者負担金に上限

を設定する考えはございません。少し解説を加えますと、既にこれまでに受益者負担金は多

くの地域で取っておりますので、正確に言うと、それを下回るような上限を設定することは

できないという、そういうことでございます。 

 ⑺計画見直しに伴う全体計画書の見直しと今後の工程及び財政計画はということでござい

ますが、下水道の全体計画見直しでは、令和３年度から令和12年度の事業期間で全体計画の

見直しを行い、今年度中に見直し作業を終わる予定です。全体計画の見直しの中で検討して

いる今後の主な工程では、令和３年度に基山汚水ポンプ場実施設計、令和４年度からポンプ

場建設及び宝満川浄化センターへ接続する圧送管築造を行い、令和８年度に正式な送水開始

を計画しています。また、令和８年度から令和12年度までは町内の下水道面整備の進捗を図
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ってまいります。財政計画については、全体計画の見直しの中で同時に策定してまいる予定

でございます。 

 ２、農業支援策につきまして。 

 ⑴３営農組合（園部・基山・長野小倉）それぞれの農地面積及び会員数はということでご

ざいますが、３営農組合のそれぞれの面積及び会員数については、園部営農組合が53ヘクタ

ール、105名、基山地区営農組合が61ヘクタール、186名、長野小倉地区営農組合が34ヘクタ

ール、66名で、３営農組合を合わせますと148ヘクタール、357名となっております。 

 ⑵３営農組合の経営状況と今後の課題はということでございますが、経営状況については、

３つの営農組合は全て共同乾燥施設を核とした水稲作が中心で、令和２年度の作付状況は３

つの営農組合を合わせて表作が水稲141ヘクタール、大豆７ヘクタール、それから裏作の麦

が48ヘクタールとなっており、令和元年度の農産物販売実績は１億2,000万円となっていま

す。 

 今後の課題につきましては、３組織に共通して会員の高齢化及び後継者不足による地域農

業と営農組合の担い手不足が大きな課題となっております。各営農組合は、それぞれ共同乾

燥施設利用を核として運営を行っていることから、営農組合の今後の運営を検討する上で、

まずは共同乾燥施設の今後の運営を検討し、将来の方向性を固めることが重要となると考え

ております。 

 ⑶農地減少に伴う３営農組合の統廃合の可能性はということでございますが、現在３つの

各営農組合は経営所得安定対策の対象となる集落営農組織として位置づけられ、それぞれの

地域の実情に合った営農に取り組まれていますが、３つの営農組合において、体制、活動、

経費の面で検討が進み、統合の議論が始まれば、町として協力、支援していきたいと考えて

いるところでございます。 

 ⑷農業従事者への経営安定支援策と町独自の支援策はということでございますが、国の制

度としては、農作物の価格の下落時の所得補償の制度があり、水稲、大豆、麦については３

つの営農組合はそれぞれの集落営農組織として位置づけられ、経営所得安定対策の対象とな

っていることから、価格が下落した際の一定の所得補償が受けられます。また、国の野菜価

格安定対策により、特定野菜として指定されているアスパラガスも価格が下落した際の一定

の所得補償が受けられるということになっております。 

 一方、基山町の独自の支援策としては、通常の支援策として、産業の振興に寄与する団体
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等に対する補助金、新型コロナ対策として中小企業者事業継続緊急支援金があります。産業

の振興に寄与する団体等に対する補助金は団体や事業者等を対象として、地域産業の振興や

地域社会の活性化等へ資する事業拡大や新事業展開の取組に支援を行っており、その対象に

農家や農業法人も含まれているところでございます。 

 また、コロナ禍における事業者への支援策として、町独自で中小企業者事業継続緊急支援

金を実施しており、３か月の算定期間において、コロナ禍の影響が出る前の年より２割以上

の売上減少になり、セーフティネット４号の認定を受けた事業者を対象として10万円の支援

を行っていますが、これも農家や農業法人も対象に含まれているところでございます。 

 これで一度目の答弁を終了いたします。 

○議長（品川義則君） 

 重松議員。 

○９番（重松一徳君） 

 幅広く質問をしましたので、２回目以降は的を絞って質問させていただきます。 

 私は、基山町の今日までの行政の中で、一番の課題はこの下水道事業だと実は思っていま

す。そして、一番難しい問題をはらんでいると。なぜ、基山町の下水道はうまくいかなかっ

たのかという最大の原因は、最初に基山町が第１次総合計画を策定して基山町のまちづくり

を進める中で、下水道の位置づけが大変不十分だったというのがあります。そして、２番目

に、基山町は終末処理場を独自に持たなかったと。そして、本来下水道は、高いところから

低いところに水が流れるのを利用するのが一番経済的ですけれども、鳥栖市の下水道事業と

なぜうまくいかなかったのかという問題、これは合併問題にも実は絡む問題でもあります。 

 そして、もう一つは、この基山町がつくった公共下水道事業全体計画書、これをつくると

きにやっぱりもう少し十分検証すべきだったのではないのかと。この全体計画書をつくると

きの基山町の人口想定は２万3,000人なんですね。現在、２万3,000人が基山町の人口という

のを想定してつくる。現在の幅と約5,000人からの差がある中で大きな問題点があります。

それで、最初に質問しますけれども、当初、基山町はこの全体計画をつくりましたけれども、

なぜこの全体計画どおりにこの下水道事業は進まなかったのか。課長はどのようにお考えで

すか。 

○議長（品川義則君） 

 古賀建設課長。 
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○建設課長（古賀 浩君） 

 まず、今言われております全体計画は平成12年度に作成されております。この段階におい

て、いろいろな当然検討の中には自前の終末処理場というのも上がっております。そういっ

たいろいろな総合的な判断で現在があると考えておりますので、最初からそういった広域的

なものではなかったと思っております。ただ、総合的な判断の中でやはり広域性の有利性が

あったというのが、現在小郡市のほうへ接続をさせていただく計画になった結果だと考えて

おります。また、人口につきましても、当然変動がありましたので、当時はそういった人口

増の傾向もあったかと思います。私どもが下水道は今回の処理場の決定によりまして見直し

を行っておりますので、それはまた現在の人口によるものというところで考えて、適正な処

理を計画するように考えております。 

○議長（品川義則君） 

 重松議員。 

○９番（重松一徳君） 

 課長は少し誤解されていると思いますね。この全体計画の中には、もう基山町内で終末処

理場を造るという計画はないんですね。もうこの計画自体が終末処理場を基山町は造らなく

て、宝満川の流域下水道、上流下水道のほうに基山町は加入しますよという中身でできてい

るんですね。なぜかというと、処理場を造るという計画はあったんですけれども、どうして

も地権者の同意が得られないと。そして基山町は汚水処理場を先に、団地関係を先に造り、

そしていよいよこの汚水処理場から今度は基山町の公共下水道に行くときに間に合わなかっ

たんですね。終末処理場を造る場所をもう一回選定し直して、そしてこの公共下水道の中に

組み入れると。ですから、もう逆に言えば鳥栖市ともうまく話が進まないという中で、小郡

市、福岡県の流域下水道のほうに基山町は、県をまたいで公共事業というのは大変珍しいん

ですね。基山町は大変珍しいことをしたんですね。そういう中でしていると。 

 なぜ進まなかったのかというのは、あまりにも基山町全体、この当時554ヘクタールです

か、全体を公共下水道に入れるというのがあまりにも計画自体が大雑把過ぎたのではないの

かと。だから、財政もかかる、年度数もかかる、そういう中で基山町はなかなか計画どおり

に進まない。そして、今回この全体計画そのものを見直していくというふうになったのでは

ないのかと私は思っているんですけれども、再度、課長どうでしょうか。 

○議長（品川義則君） 
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 古賀建設課長。 

○建設課長（古賀 浩君） 

 私が今申し上げましたのは、全体計画を、当然結果としては、今議員おっしゃるような広

域的な有利性があったこちらのほうで検討がなされておりますけれども、そこに至るまでは

やはりいろいろな当然自前処理等の検討もなされております。ただ、そこにはいろいろな課

題がありまして、今回の全体計画の姿となっていると思っておりますので、私どもはまた今

回これが十数年前のものですので、また新しい今の現時点の見通しを持った全体計画の作成

を現在進めておりますので、そういったところで整理をさせていただきたいと思っておりま

す。 

○議長（品川義則君） 

 重松議員。 

○９番（重松一徳君） 

 私もこの計画をそのまま進めるとは全然思っていません。当然、見直しをするべきなんだ

と思っています。その見直しをする中で今回基山町は全体を公共下水道でするという計画を、

公共下水道と家庭用の合併処理浄化槽でする区域とに分けました。私も当然これは分けるべ

きなんだとは思っています。ただ、分ける中においては、私は後からもまた申しますけれど

も、家庭用の合併処理浄化槽、これも公共下水道に組み入れると。市町村方の合併処理浄化

槽のやり方ですけれども、それが一番私は分かりやすいんだと今でも思っておりますので、

そういうのを含めながら質問してまいります。 

 先ほど、住民説明会の全体の合意はできているのかと。大体合意は得たものと思っていま

すという説明なんですね。しかし、私のところにもよく相談が今でも来るんですけれどもね。

本当にこの地域に公共下水道が来るんですかと。例えば長野地区一番下、下流、本来、水は

下流、鳥栖市に流せば一番便利なんですけれどもね。ポンプアップしてから小郡市まで持っ

ていく。そうすると、一番下流が一番計画が遅くなるんですね。そうすると、長野地区、特

に南奈良田とか、そういうところは本当下水道が来るんですかというふうになっています。 

 そして、建設課は住民説明会もされました。いや、ちゃんとしますよと。しかし、いつま

でにしますよというのはなかなか出せないんですね。ここをやっぱり明らかにしていかなけ

ればならないというふうなことも後でまた質問しますけれども、具体的な数字はまず現状の

確認でしますけれども、昨年の当初予算でもらっている資料は改めてもう今回質問しません
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けれども、今現在、この公共下水道にする、合併処理浄化槽による処理にする、どちらにし

てもトイレの水洗化がもう前提になります。今、基山町内でこのくみ取り式でし尿処理され

ている世帯数は一体何件ぐらいありますか。 

○議長（品川義則君） 

 古賀建設課長。 

○建設課長（古賀 浩君） 

 住宅に関して申し上げますと、453世帯ほどございます。 

○議長（品川義則君） 

 重松議員。 

○９番（重松一徳君） 

 453世帯があるという形になっていますけれども、その453世帯の中で今回公共下水道とし

て面整備をする地区は何世帯ぐらいになりますか。 

○議長（品川義則君） 

 古賀建設課長。 

○建設課長（古賀 浩君） 

 まず、今の世帯は今回の浄化槽区域に入る分も含まれておりますので、ちょっとその正確

な数字は出しておりませんけれども、ただ最終的には400ぐらいが下水道から今回外す、除

く区域も含めた部分になろうかと思っております。 

○議長（品川義則君） 

 重松議員。 

○９番（重松一徳君） 

 ちょっと私の質問の仕方が悪かったと思いますけれども、早い話が、今から先公共下水道

に組み入れる場合、面積で拡大していく中には実際合併処理浄化槽でもう処理されている世

帯も多いんですね。くみ取り式とされている世帯というのは数的には少ない。しかし、基山

町が今からこの下水道事業を展開する中では、費用対効果も出されていますけれども、当然

していくべきところはしていかなければならないと。しかし、この費用対効果もやっぱり片

方では見なければならないという部分がありますから、これは聞きましたけれども、またこ

れは違うところで詳しく聞きたいなと思っています。 

 それで、基山町は汚水処理計画量、これは令和17年度ですからまだ先ですけれどもね。
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8,000トン、もともと基山町のこの全体を公共下水道でする場合、１万7,000トンぐらいを想

定したんですね。それから見ると、やっぱり半分ぐらいになります。この8,000トンの中に

は企業からの排水量は含まれていますか。 

○議長（品川義則君） 

 古賀建設課長。 

○建設課長（古賀 浩君） 

 企業からの排水も3,250トンが含まれております。 

○議長（品川義則君） 

 重松議員。 

○９番（重松一徳君） 

 8,000トンから3,250トンを引けば、約4,750トンですか。それぐらいが家庭用、そうする

と、今の下水道の中で、例えばけやき台とかニュータウンとか、汚水処理場から排水されて

いる分、それとフレックスで今宝満川流域浄化槽センターに配送している分、この部分を合

計すれば、それぐらいの量になるんではないですか。新たに例えば面整備で拡大していく部

分、この部分はこの8,000トンの中には入っていないんではないですか。どうですか。 

○議長（品川義則君） 

 古賀建設課長。 

○建設課長（古賀 浩君） 

 まず、今後、開発道で未墾分については今回の分に含まれてはおります。ただ、当然人数

は想定がかなりアバウトにはなりますので、そういった中身の中で一部が含まれているとい

う形で考えております。 

○議長（品川義則君） 

 重松議員。 

○９番（重松一徳君） 

 今から先、家庭での水の使う量、そのものが節水型にもうなっていますから、減るにして

も、私は8,000トンでは少な過ぎるのではないのかと。そして、これは企業から3,250トンと

いうふうに言われました。私は企業からの排水はもう企業に任せるべきなんだと、公共下水

道に加えるのはもう無理があるのではないかというふうな論理を実は持っています。という

のは、企業はそれぞれもう今、長野地区には大きなコカ・コーラさんとか、いろんな工場が
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あります。独自でもうそういう汚水処理の施設は持ってあります。それはもうこの頃も更新

されたりして、今から先、20年、30年間十分使えるような施設にもなっておりますので、あ

えてそれを基山町が行う公共下水道の中に組み入れていくというのは私はあまり賛成できな

いし、多分企業側もそこについては検討はするにしてもすぐには難しいのではないのかなと

いうふうにも思っていますけれども、企業からの排水については、これは間違いなく基山町

がもし長野地区にも管整備を行えば接続してもらえるという確約は取ってありますか。 

○議長（品川義則君） 

 古賀建設課長。 

○建設課長（古賀 浩君） 

 まず、企業の接続の意向については、アンケートという形で取っております。今回、対象

となるのは、全て一応接続の意向は確認をしておりますが、ただその時期はまだ終末処理場

の決定がなされていない時期でしたので、今回また来年度そういった今回の確定したスケジ

ュールに基づいて、企業側にもそういったスケジュール感を検討していただくというのをお

願いしようと思っております。 

○議長（品川義則君） 

 重松議員。 

○９番（重松一徳君） 

 当面、来年度、令和３年度にポンプ場建設の実施計画をつくって、令和４年度からポンプ

場並びに小郡市の終末処理場に送る送水管の建設に入りますね。その前段として、どれぐら

いの管の大きさを設置したほうがいいのかとかありますからね。そういうときに、基山町が

本当に今から先20年、30年、そして50年後を見たときに、どういうふうなこの下水の処理の

計画を出すのかというのをやっぱり知らなければ難しい面があるのかなと。多分、私は

8,000トンというのは、家庭だけでは十分対応できるだろうと。工場を入れた場合に本当に

できるのかというのがありますから、その辺は企業とはもう一回きちっと話をしていくべき

ではないのかなと思っています。 

 今回、見直しをする中で、家庭用浄化槽の維持管理費について補助金を出しますよという

形で、２月の15日号の広報に出してもらっております。詳しいことはもうまたこれは当初予

算にも関わることですので、当初予算の中で詳しくは聞きますけれども、１点聞きます。積

算方法が分かりにくいんですね。なぜ分かりにくいかというと、例えば３人、５人用、７人
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用、10人用のそれぞれの合併浄化槽について経費が幾らかかって、そしてなぜこの２万

7,000円という金額が出てくるのかという計算方法が全く分からない。 

 私の家は７人槽です。７人槽だったら保守点検の清掃委託契約書というのを、これは基山

公栄社のほうと結ぶんですね、２年に一遍の。そうすると、保守点検で２万3,760円かかり

ますよ。清掃費で５万910円かかりますよ。そして、県のほうが検査する部分、あれは今、

年間6,000円かな、何か１回ですけれどもかかりますよとなりますね。そうすると、約８万

円は超えますよとなります。そして、これからいくと、私の家は今３人住まいですけれども、

３人でしたらこの経費の上限が７万3,860円になりますよ。３人でしたら、そのうちから２

万7,000円を補助しますよとなりますね。 

 さっき言ったように、合併浄化槽については保守点検、そして年１回の清掃、そして県の

検査、これで全て、あとはまあ電気代が少しありますけれども、それだけなんですね。公共

下水道は使った水の量、何立米出したかと、これによって決まるんですね。今平均、基山町

で１人の方が年間幾らぐらいの公共下水道料金を払っているという計算になっていますか。 

○議長（品川義則君） 

 古賀建設課長。 

○建設課長（古賀 浩君） 

 下水道料は、使う家庭の内容によって変わってまいりますので、大体年間でいいますと５

万円から７万円の範囲という形になります。 

○議長（品川義則君） 

 重松議員。 

○９番（重松一徳君） 

 多分これは世帯で割った場合ですね。計算簡単なんですよ、計算方法は実は。基山町が年

間公共下水道で処理する費用が幾らかかりますよ。それをその認可区域で今利用している人

の人数で割れば幾らになりますよというのが出るんですね。約１万5,000円から１万6,000円

ぐらいだと私は思っています。ですから、例えば５人槽では２人世帯までは２万7,000円は

補助しますよという基準が、５人槽でしたら補助経費が４万3,720円ぐらいかかりますよに

なりますね。私がさっき言ったように、２人で住んでいるとなれば、逆に言えば１万5,000

円、だから下水道だったら３万円ぐらいかかりますよと。実際、下水道だったら３万円です

けれども、公共下水道だったら５万8,000円ぐらいになりますよと。この差が約平均して２
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万7,000円ぐらいになります。この２万7,000円を基山町は補助しますよというふうな計算方

法になっているんではないですか。これは確認ですけれども。 

○議長（品川義則君） 

 古賀建設課長。 

○建設課長（古賀 浩君） 

 すみません、先ほど御回答したのは、あくまで３人世帯、この維持管理補助が基山町の平

均世帯、結果的に３人世帯になっておりますので、そこの金額を申し上げました。実際は、

今言いましたように下水道のいろいろあるんですが、そこの平均、これは水道のほうで１人

当たり８トンを使うという、水量から平均水量が出ております。これを基準として使わせて

いただいておりますので、下水道使用料でもある地域の個別的なものを比較してつくったん

ではなくて、使用料の中からそういった平均的なものが基準として取れるものを使い回して

下水道使用料の平均を出させていただいて、そこから差し引くという形を取っておりますの

で、当然個別でその計算をされますと誤差は出てまいると思います。ただ、私どもはあくま

でも住民等利用者の方全てを対象にいたしますので、そういった基準の中での作成をいたし

ております。 

○議長（品川義則君） 

 重松議員。 

○９番（重松一徳君） 

 ここについては少しまた当初予算の中で話をさせていただきます。というのは、２万

7,000円という金額の設定が、家庭内で１人増える、１人減ることによって、年間２万7,000

円の金額は大きいですからね。そして、これも当初予算で今日は聞かずにいきますけれども、

申請書類がこの交付申請とか承諾書とか契約書とかいろいろある。そして、承諾書の提出に

より、承諾できますよとかいろいろありますね。この期間が４月１日から６月30日まで、早

い話が４、５、６、３か月間で申請をしなければなりませんよと、今から先ですね。そうす

ると、これは本当に申請をする人、しない人、本当に私していいのかと。うちは実は３人世

帯だけれども、４人世帯だけれども、実際息子はもう東京の大学に行っている、何々に行っ

ていると。例えば５人槽だったら２人まで、７人槽だったら３人までとかありますけれども、

誰が判断するのかとかいう問題もありますから、こういう問題についてはまた改めて当初予

算の中で伺いますので、よろしくお願いしておきます。 
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 そして、受益者負担金、平米450円なんですね。これは私は上限を設けるべきではないの

かと説明してきましたけれども、町長は下限を下回る設定はできないと、先ほど１回目の答

弁で言われましたね。私は、下限を下回る、今まで払った部分で基山町の最高は前回の質問

では72万円と言われましたか。72万円を下回る設定をしろというふうに私は言っているわけ

ではないんです。今から先、公共下水道をする中では、例えば大規模農家の大きな屋敷のと

ころなんかは、本当3,000平米を超えるような敷地のところがあります。そういうところな

んかはこの受益者負担金だけでもう120万円になるとか言われているんですね。ですから、

敷地がどんなに広かろうが、建てている家の大きさ、あまり変わらないんですね。そして、

そこに住んでいる人もそんなに敷地が大きいから何十人も住んでいるわけではないですね。 

 そうすると、この受益者負担金というのは、公共下水道の中において、それぞれがやっぱ

り負担をしていくというのは当然あるわけです。逆に言えば、受益者負担金というのは税金

と一緒なんですね。認可区域と設定されたところの世帯の方は、これを払いたくないという

ふうには言えないんですね。それだけ受益者負担金というのは、これは強制力を持たせる取

組なんですね。そうすると、例えば小郡市なんかもそうですけれども、小郡市は１世帯当た

り30万円とか受益者負担金、ある程度上限を設けてされているんですね。基山町もですから、

私は72万円を下回らなくてもいいけれども、その72万円を超えたぐらいで今まで払っている

ところを上限として、それよりも屋敷が広かろうがもうそこで頭打ちにするみたいな上限の

設定をすべきではないのかと思っていますけれども、課長、もう一回聞きますけれども、そ

ういうことをしようと思いませんか。 

○議長（品川義則君） 

 古賀建設課長。 

○建設課長（古賀 浩君） 

 まず、現在の部分でいきますと、91万9,000円、約2,000平米超えの分が最高となっており

ます。その中で、先ほど重松議員もおっしゃいましたように、これは負担は要は広い敷地で

あればその広い敷地に対応する下水道管の取付け管なり、そういったものを整備いたします。

その負担金としてこれは受益者負担金として頂くような形になっております。ですから、や

はり敷地に応じた設定がなされておる関係がありますので、この辺は当然慎重に考えていか

なければならないと思っております。私どもは、先ほど申しましたように、土地の利用がそ

ういう有効利用がそれぞれに合わせた形で下水道も、取付け管等の整備が影響してくるわけ
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ですので、そこには受益者の負担をお願いしたいと私のほうは考えております。 

○議長（品川義則君） 

 重松議員。 

○９番（重松一徳君） 

 今、この公共下水道を含めて全体計画を見直す中では、私はここは見直しをしていくべき

なんだと。そうしないと、これは後々まで問題が出てくるんではないかと。そして、受益者

負担金をこれは払い切れないとなった場合、これはどのようにしますか。裁判所に訴えて無

理やり受益者負担金を払えというふうになりますか。なぜかというと、今私たちの地域は、

本当に高齢化が進む中で、大きな屋敷、大きな敷地の中に実はもう私１人しか住んでいない

んだと。場合によっては２人しか住んでいないんだというところなんですね。そして、実は

もう自分の家は合併浄化槽に切り替えているんだというところですね。あえて公共下水道を

引いてもらわなくてもいいんだという家庭もあるんですよ。しかし、町のほうが面整備をし

ますよ、公共下水道としますよというふうにそこを認可すれば、受益者負担金は意地でも払

ってもらわなければなりませんよと基山町はなっているんですね。本当に今から先こういう

やり方でいいのかというところの見直しですね。 

 ですから、公共下水道をする中において、この合併浄化槽との位置づけも大変難しくなる。

しかし、全体の公共施設、公共工事を含めてする場合は、ある程度やっぱり面整備をすると

いうのは当然必要な部分があります。だから、この辺でどのように折り合いをつけていくの

か。これを今からもうぜひ検討していただきたいと思います。これについては政策的な問題

もありますので、町長はどのようにお考えでしょうか。 

○議長（品川義則君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君） 

 もう本当に下水は、重松議員がおっしゃるように、私は副町長で来てすぐに下水道が一番

の問題というふうに申し上げているぐらい、本当に難しい問題だと思っています。そういう

意味では、いわゆる何で昔もうちょっとよくならなかったんだろうかという、今それは非常

に思うところです。ただ、その昔のことを言っても仕方ないので、これからのことを今から

やっていきます。さっき、鳥栖市と結ぶ話が何回も出てきたんですが、会田地区のときに鳥

栖市とやったんですけれども、すごい交渉でした。そのときに併せて、長ノ原は鳥栖市がも
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うすぐなので長ノ原もお願いできないですかという話も差し上げたんですが、全くけんもほ

ろろで基山町の水は無理という見解があったので、それが最終的にもう鳥栖市とできないと

いうことで、それはだから昔のことではなくてつい最近のことでございますので、そこはま

ず誤解のないように、決して鳥栖市との関係を無視したわけでは全くないので、そこだけは

よろしくお願いします。 

 それから、問題のところなんですが、私今回その2,000平米超えるようなところがほかに

あるのと聞いたら、いや、今のところあんまり想定されていませんという、今度入るところ

でという話だったので、だったら別に変えなくていいよねという、まずは第一、それがそう

です。それから、さっき言われた一人暮らしで本当に困っている人で、もう今のところから

しなければいけない、もう公共下水道に替えなくてもいいと思っている人は、本来こういう

場所で言ったらいかん、法律違反になるかもしれないけれども、そういう人にまで無理して

公共下水道でやれというのが本当の行政なのかというのは私は疑問に思っているので、それ

はそのときにまたその時々で考えていくべきだと。これは説明会でもずっとそういうふうに

説明しておりますので、そこは誤解のないように。 

 ただ、一人暮らしだからと割引していて、しばらく二、三年したら何か家族がみんな帰っ

てきたみたいな話になってくると、今度はその割引自体がほかの人から非難を浴びることに

なるので、そこの辺りはきちんとしたルールをつくって、今回もう一度、新しく入ってくる

人たちの家がどういう家で、さらに面積がどういう面積になっているのかというのを再チェ

ックして、またきちんと決めていきたいと思います。そこはきちんと決めていきますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（品川義則君） 

 重松議員。 

○９番（重松一徳君） 

 今、町長のほうが言われた、今から面整備をする地域の中において、高齢者の独り住まい、

高齢者だけの住まい、こういうところの扱いをどのようにしていくのかというのは、本当に

これは政策として考えていただきたいと思います。 

 そして、今から先、全体計画の見直し、本年度中にはというふうに言われております。そ

して、財政計画についても本年度中にはしたいと。これは当初予算で資料を出せますか。当

初予算で出せるんだったらば、私はもうこの場ではあまり詳しくは伺いませんけれども。 
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○議長（品川義則君） 

 古賀建設課長。 

○建設課長（古賀 浩君） 

 現在、まだ内部の確認もしていない素案の段階ですので、ちょっと当初予算では難しいか

と思いますので、月末に一応完成目標を取っております。 

○議長（品川義則君） 

 重松議員。 

○９番（重松一徳君） 

 概算でも出せませんか。というのは、令和３年度の下水道特別会計の中でも私は少しここ

は議論をしておくべきだと思いますけれども、そういう資料を概算でもいいですし、工程表

についても令和２年度にも１回出してもらいましたけれども、その工程表から今回若干変わ

っている部分等がありますので、そういうところの資料は出せますか。 

○議長（品川義則君） 

 古賀建設課長。 

○建設課長（古賀 浩君） 

 まず、実施設計を令和３年度にさせていただきますので、一番大きなポンプ場、汚水処理

場の部分につきましては若干誤差があると思うんですが、そういった部分の今回考えられる

大規模な部分の抜粋という形であれば、その部分をちょっと確認いたしまして資料として考

えたいと思っております。 

○議長（品川義則君） 

 重松議員。 

○９番（重松一徳君） 

 公共下水道については、またその場で議論させていただきたいと。私は今回、聞きたいの

は実は農業支援策でもあります。最初に、町長、町長の家はもともと農家といいましょうか、

今でも農業ですけれども、どのような田畑の管理を町長の家は今されておりますか。 

○議長（品川義則君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君） 

 何かそれを答えないかんかどうかは別にして、私は何でも答える人ですので答えると、ま
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ずは農地の中で米作のところはその近くの農家の方に、お名前は控えますので、重松議員の

近くの家の方に作っていただいております。それから、ほかは畑として残しているところに

はミカン、母が集めてきたミカンが百数十本植わっていますね。ミカンの管理が非常に大変

ですけれども、それからあとは雑種地として企業等に駐車場として貸しているように変わっ

ていて、もう農地ではなくなっているというそんな状況になっております。 

○議長（品川義則君） 

 重松議員。 

○９番（重松一徳君） 

 いや、なぜこれを最初に聞いたのかというと、町長は忙しいからもう農業をする暇がない

でしょうけれども、農業がもうできないんだと、年齢的に。だから、どうにかしてこの自分

の農地を誰か作ってくれる人がいないのかなというふうな現実問題が大変今多くなってきて

おります。そこで、基山町はそれこそ人・農地プランにおいて、どうにかしてここをうまく

やっていきたいとやっています。基山町の農業、私は本来やっぱり稲作であり、麦作であり、

そして大豆、この３つが基山町の私はいろいろ言っても農業の基本というふうに思っていま

す。特産品はいろいろあるにしてもですね。 

 そうすると、この基山町の農業を守るために、先ほど言いました３営農組合に加入して取

組等がされております。問題は、そこがうまくいっているのかというのもありますけれども、

基山町の中でこの３営農組合に加入しない。逆に言えば、自分で販売網を持ってある方、自

分で機械等も持って、販売網も持って、この営農組合に加入していない世帯というか、それ

はどれぐらいの世帯があって、基山町の面積ではどれぐらいの方が面積量をそれで耕作され

ているのかというのは分かりますか。 

○議長（品川義則君） 

 栁島産業振興課長。 

○産業振興課長（栁島一清君） 

 ３営農組合に加入されていない農家数については、今のところ台帳上に不作付の方も含め

た名簿が入っておりまして、つまびらかな戸数は分かりませんが、面積的には５ヘクタール

ぐらいが営農組合に入っていない方の面積だろうということで判断しております。町内には

５ヘクタールを超えるような大規模な農家も数件いらっしゃいますけれども、その方につい

ても共乾は利用されていなくても営農組合には入っていらっしゃいますので、それはもう経
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営安定対策のためということでもありますので、そういった意味で営農組合に入っていない

方という面積でありますと５ヘクタールぐらいということで認識しております。 

○議長（品川義則君） 

 重松議員。 

○９番（重松一徳君） 

 そんなに多くはないという形になりますね。農業委員会が毎年それぞれ農業委員会の報告

として作付の点検・評価とか出されていますので、私もそれ等は見ながらするんですけれど

もね。結局、基山町の農業で本当に小規模ですね。私の家ももう田んぼ自体は３反ぐらいし

かない本当に小規模です。しかし、３反であったとしても機械類は持たなければならない。

そして、当然肥料とか施肥とかはしなければならない。そうすると、いかに効率よく今から

先の農業をしてくのかと。そして、もう一つは、もう自分は農業はできなくなったというと

ころで、どうにかして誰か代わりに作ってもらえないかなというのがあります。農地を集約

するために、今基山町はいろんな取組もされていると思いますし、農地法第３条、それと農

地法とは別に農業経営基盤強化促進法によってもこれはされておりますけれども、農地の貸

し借り、これがどれぐらいの今基山町の中では実際されているのか。そして、どれぐらいの

件数があるのかについて、実績を含めて説明してもらえますか。 

○議長（品川義則君） 

 栁島産業振興課長。 

○産業振興課長（栁島一清君） 

 農地法第３条の部分と農業経営基盤強化法の第18条についての部分で実績をお話ししたい

と思います。まず、農地法第３条については、農地の所有権移転の関係の手続であります。

実績としましては、平成30年で７件で1.5ヘクタール、令和元年で14件、３ヘクタール、令

和２年で16件、４ヘクタール、令和３年は１、２、３月ですので、まだありません。 

 続いて、農業経営基盤強化促進法第18条ですが、これは農地の貸借権といいますか、利用

権というそういった設定の許認可でございますが、これについては、平成30年で90件、21ヘ

クタール、令和元年で109件、28ヘクタール、令和２年で99件、23ヘクタール、令和３年は

３月までで28件、４ヘクタールが申請があっております。この貸借権については、期間を過

ぎたら再契約をすることになっておりまして、この件数は約半々が新規と継続という実情に

なっております。 
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○議長（品川義則君） 

 重松議員。 

○９番（重松一徳君） 

 大体こういう契約は、私も実はこの経営基盤強化促進法に基づく利用権設定はしているん

です。私は同じ地域の方で、鳥栖市に農地を持ってあるんですね。ですから、私この設定を

するときには、鳥栖市のほうと、市長に結局書類を出すという形でしていますので、今言わ

れた部分には多分入っていないんですけれどもね。約2,600平米ぐらいを作ったりしていま

す。そうすると、今ずっと平成30年から言われた部分、これのもう少しちょっと具体的に聞

きたいんです。例えば今年度今現在、トータル的には何件の何ヘクタールになりますか。今

言われたのは契約年度で言われたんだろうと思いますね。トータル分かりますか。 

○議長（品川義則君） 

 栁島産業振興課長。 

○産業振興課長（栁島一清君） 

 トータルについては、手持ちで数字を持ち合わせていませんので、後でもって資料提供を

させていただきたいと思います。 

○議長（品川義則君） 

 重松議員。 

○９番（重松一徳君） 

 トータルすると、80ヘクタールぐらいになるのかなと。それよりもまたオーバーするのか

なみたいな数字になりますね。今、基山町の農業委員会の出している耕作面積で、田畑で

302ヘクタールぐらいですか。そうすると、300ヘクタールのうちもう80ヘクタールぐらいが

この農地譲渡、貸借になっているという計算になります。大体でいいですけれども、それぐ

らいで理解していいですか。 

○議長（品川義則君） 

 栁島産業振興課長。 

○産業振興課長（栁島一清君） 

 議員おっしゃっているその積み上げについては、再契約とかという分のカウントはどう、

実数でされているんですかね。ちょっとその確認をさせてください。 

○議長（品川義則君） 
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 重松議員。 

○９番（重松一徳君） 

 私は今、栁島課長が述べた部分でぱっと計算すると、というのはこういう契約は私の場合

も５年契約ですけれども、大体５年契約が多いんだろうと思いますね。そうすると、平成30

年度からの分も加えれば、今言った分の面積が約３分の１から４分の１ぐらいの基山町の農

地の部分に当てはまるのではないのかと言いましたけれども、正確な数字はまた別なところ

で説明をしてもらうんですけれども、そういう理解でいいですか。 

○議長（品川義則君） 

 栁島産業振興課長。 

○産業振興課長（栁島一清君） 

 先ほど、特に基盤強化法についての面積を申し上げたのは、うち半分が再契約の面積にな

っておりますので、実数はその半分になりますので、年度年度で契約の内容が、再契約と新

規の部分とありますので、新規をずっと足していって５年分ぐらい積算しないと数が出ない

というのが現状でございます。 

 それと、あと農地法第３条についても、これもずっと積み重なっている部分がありますの

で、これについては過去を遡っていかないと分からない部分がございますから、後でもって

の資料提供をさせていただきたいと思います。 

○議長（品川義則君） 

 重松議員。 

○９番（重松一徳君） 

 これについては、また違う場で資料等を出していただきたいと思っています。 

 そして、私たちもそうですけれども、この利用権設定をする場合に、使用貸借権と賃借権、

早い話が本来農地を借りる場合は、借りた分の利用料金を払うのが本来ですね。しかし、無

償で借りるという場合が使用貸借権というふうな形で、私も無償で今５年間契約ですけれど

も借りています。本来、例えば農地法第３条とか、基盤法でもいいんですけれども、大体こ

ういうふうに１反の農地を貸し借りする場合、どれぐらいの貸借賃料といいましょうか、使

用料を想定されていますか。 

○議長（品川義則君） 

 栁島産業振興課長。 
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○産業振興課長（栁島一清君） 

 賃借料については、よく貸し賃とか地代とか言うわけなんですが、町内の状況をリスト等

で詳細に見ていきますと、高いところではやはり10アール、１反当たりで6,000円程度、米

でいうと現物で30キロ、いわゆる半俵ぐらいを上限として、あとは山間部、西部の山間地帯

を含めて町内の西半分はほとんど無償のような状況が現状になっておりますので、よほど土

地的に借手が多いようなところについては、高いと先ほど言ったような6,000円とか、米30

キロとかという話になるんでしょうけれども、なかなか借手が見つからない、なかなか管理

が大変というところについては、ほぼ無償のところが多いように見受けられます。 

 以上です。 

○議長（品川義則君） 

 重松議員。 

○９番（重松一徳君） 

 それこそ、農業経営基盤促進強化法に基づいて、農地バンク、中間管理機構、そこを通す

場合にはある程度賃料が支払われているんだろうなと思いますけれども、ここを中間として

貸し借りを、この中間管理機構を中間としてするわけですけれども、この場合は大体どれぐ

らいの相場でこの賃料というのは取扱いをされているか分かりますか。 

○議長（品川義則君） 

 栁島産業振興課長。 

○産業振興課長（栁島一清君） 

 中間管理機構、県の外郭団体ということで農政部局の指導の下やられている機構でござい

まして、そこはちょっと相対でお互いされているので、紹介されていますので、ちょっと町

としましては把握できておりません。 

○議長（品川義則君） 

 重松議員。 

○９番（重松一徳君） 

 私は基山町の農業を今から先守っていく上において、この農地の集約は大変大事だろうと

思っています。そして、私は農地、農業を守る上において、この基山町が置かれている条件

の中で開発も実は必要なんだと思っています。今、12月議会では天本議員が地区計画による

開発についても説明を求められました。１点だけ、定住促進課長に聞きます。前回の天本議
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員のときのやり取りの中で、地区計画により住民の方が、この地権者の方が全体の同意を得

てした場合に対して、基山町はその後、地区計画を張って進めていきますよというふうな説

明でした。鳥栖市の第１次総合計画を今つくっていますけれども、この前期の５年間の計画

の中に地区計画による開発というのもきちっと位置づけをして、例えば２件とか組み入れな

がら実はしているんですね。基山町は地権者の方が同意できたらやっとしますよという考え

ですけれどもね。地権者の方がまず発議といいましょうか、計画する段、その段階から基山

町が関わってこの開発行為を私は進めていくべきではないのかと思いますけれども、定住促

進課長はその辺どのように認識されますか。 

○議長（品川義則君） 

 亀山定住促進課長。 

○定住促進課長（亀山博史君） 

 地区計画につきましては、基山町のみならず制度上、地権者の同意というのは必ず必要に

なりますので、そこはまず第１点ですね。全ての地権者の同意が必要になります。その上で

受け付け、地区計画を計画として進めていく上では、主導はもう町になりますので、町のほ

うで計画を作成して進めていくことになりますけれども、地権者の同意が全て整ったからと

いって、町は町でやはり総合計画であったり、都市計画マスタープラン等との整合性、まち

づくりの方向性に合った開発なのかどうかというところのチェックをいたしますので、そこ

の同意が全て得られたからといって全て開発を進めていくというわけではございませんので、

そこは町もちゃんと主導権を持って進めてまいりますし、過去も幾つか地権者の同意が調っ

たからということで申出の相談を受けたんですけれども、町の方向性と違うということで一

旦提出を見送ったということもございますので、そういう意味では議員が御指摘のように、

町も日頃から地権者の動向、今特に農地の担い手不足という問題が顕著になってきておりま

すので、そういった声にも耳を傾けながら、開発の機運が高まれば、ぜひとも前向きに取り

組めるように準備をしているところでございます。 

○議長（品川義則君） 

 重松議員。 

○９番（重松一徳君） 

 これも含めて基山町の農業の実態なんですね。開発も片方進める、これも大事な面でもあ

る。そして、片方、農地を集約していかに農業経営を継続してやっていくのかと。私、先ほ
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どなぜこの賃借料について伺ったのかというと、私も借りています。本来、貸すほうもやっ

ぱり何らかの地代は求めるのが当然だろうと。借りるほうは、そこまで払って借りてもなか

なかそれで利潤が出るわけでもない、なるべくなら無償でと。私の場合も今そういう無償で

借りているんですけれどもね。少し気の毒になと思いながら、やっぱり払い切らないと。私

は農地を集約する中において基山町が、私は１反当たり１万円というふうに想定しているん

ですけれども、１反当たり１万円を補助しますから、この貸手側と借手側の特に貸手側に１

万円払いますから、どうぞもう作り切れなかったら耕作放棄地で荒らすよりも貸してもらえ

ませんかと、そういうことをすることによって集約が進まないのかなと。それが、人・農地

プランを実行、実質化とする上では大変私は大事だろうと思いますけれども、課長、意気込

みをお願いいたします。 

○議長（品川義則君） 

 栁島産業振興課長。 

○産業振興課長（栁島一清君） 

 農地の貸し借り、作業委託とかもそうなんですけれども、基本的に一番ネックになってい

るのはやはりお互いの信頼関係だと思っています。よく金銭面での支援とかもあったほうが

という話も聞くんですけれども、それよりはやっぱり貸手と借手が信頼して、あの人には貸

していい、あの人では嫌だというようなところがちゃんと整理されていくと、農地の集約が

進んでいくと考えておりまして、この人・農地プランについては、そこに世話する人間が入

って、地区ごとに貸手と借手の希望を聞きながら調整していきつつ、今後の計画を立ててい

くことになっておりますので、そういった中で不信感を払拭して、お互いに貸手と借手が気

持ちよく貸し借りできて、それが特定の担い手の方に集約していけるように推進していって

まいりたいと思っております。 

○議長（品川義則君） 

 重松議員。 

○９番（重松一徳君） 

 そういうふうになれば本当は一番いいんですね。しかし、どうしても片方、農業は経済活

動でもあるんですね。どうしても、私はそういう面においては、そこの間をマッチングする

ためには何らかの援助も必要ではないのかと。逆に言えば、基山町の今のいろんな支援策の

中で、農業に対する支援策が一番弱いんではないかと。例えば、商工関係からいろんなとこ
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ろについては幅広くいろんな支援策がされていますけれども、農業に対する支援策が私は一

番弱いと。そこをやっぱり支援策をする中において、今から先の基山町の農業を守ると。ほ

かにもいろんな支援策はあるかもしれませんけれども、私は具体的に農地を集約するという

意味では、この補助の在り方をやっぱり検討していただきたいというのを最後に申し上げま

して、一般質問を終わります。 

○議長（品川義則君） 

 以上で重松一徳議員の一般質問を終わります。 

 ここで午後１時まで休憩します。 

～午前11時59分 休憩～ 

～午後１時00分 再開～ 

○議長（品川義則君） 

 休憩中の会議を再開します。 

 次に、大久保由美子議員の一般質問を行います。大久保由美子議員。 

○４番（大久保由美子君）（登壇） 

 皆様、こんにちは。４番議員の大久保由美子でございます。 

 傍聴にお越しの皆様には、何かとお忙しい中にお越しいただきまして、いつもありがとう

ございます。どうぞ、最後までよろしくお願いいたします。 

 新型コロナウイルスワクチン接種は２月17日から既に医療従事者などへの接種が始まり、

本町も接種対応に向けて着々と準備がされているところでございます。クーポン券の発送や

予約受付などを通して、町民がワクチン接種に向けての手続や不安について、安心して相談

できる窓口対応や滞りない接種ができるよう、職員の皆様には大変と思いますが、御尽力く

ださるようよろしくお願いいたします。 

 さて、東日本大震災は2011年３月11日に発生し、今年10年目を迎えます。震災直後から続

いた避難所生活の中では多くの課題がありました。震災の教訓からは、防災や復興の政策・

方針を決める過程に女性の参画がなかったことや、災害対応に男女のニーズの違いなどに配

慮がなかったことなどが上げられています。そして、災害対応に当たっては、地方公共団体

の役割は大変重要であり、地方公共団体における防災や避難所運営の取組には、女性の視点

や参画が不可欠と思われます。 

 そこで、１回目の一般質問へ進みます。 
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 質問事項１、女性の視点からの防災と避難所運営について。 

 質問の要旨として、地球温暖化により頻繁に発生する災害。平常時の防災対策や万が一災

害が発生し避難が必要になれば、女性と男性では災害から受ける影響や避難所での対応に配

慮が求められる。 

 昨年９月１日の大型台風10号では、コロナ禍の中で避難所に段ボール間仕切りの設置を行

い、避難者数415人の住民が避難された。今年もコロナ禍でいつ起きるか分からない大雨や

台風などの自然災害に、女性の視点から平常時の防災と避難所運営について質問する。 

 具体的な質問として、⑴基山町防災会議と基山町災害対策本部会議の各委員の人数を示し、

また、そのうち女性は何人いらっしゃるかお示しください。 

 ⑵女性委員の割合についての所見をお示しください。 

 ⑶平常時から防災や避難所運営を計画するに当たり、女性の視点をどう捉えているのか。 

 ⑷女性防災リーダー養成講座の開催は。 

 ⑸令和２年９月の大型台風10号では、コロナ禍で避難所を開設されたが、気づきや課題は

何か。また、避難所開設で女性に配慮した対応があればお示しください。 

 ⑹避難所での要配慮者（高齢者、基礎疾患がある方、障がい者、外国人、妊産婦など）の

女性ニーズの把握や対応について。 

 次に、質問事項２、高齢者の特殊詐欺被害防止対策について。 

 質問の要旨、基山町の今後の高齢化率を考えると、特殊詐欺防止はさらに対策を図り、安

心安全に暮らせるまちでありたいと思います。しかし、高齢者を狙って巧妙な手口で電話に

よる詐欺被害が後を絶たない。警視庁によると、令和元年の被害総額は315億8,000万円に上

り、依然高い水準にある。 

 これまでもメディアや警察署、行政は様々な形で警戒を促しているが、特に高齢者をあの

手この手で巧みにだます手法は巧妙かつ凶悪化している。そこで、本町の特殊詐欺被害防止

対策について問う。 

 具体的な質問、⑴佐賀県内の平成30年、令和元年の特殊詐欺被害の件数と被害額をお示し

ください。 

 ⑵鳥栖警察署管内で平成30年、令和元年の特殊詐欺被害の件数と被害額をお示しください。 

 ⑶本町での平成30年、令和元年の被害状況をお示しください。 

 ⑷本町における防止対策の取組をお示しください。 
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 ⑸特殊詐欺対策電話機などの購入費に補助ができないか。 

 以上で１回目の質問を終わります。 

○議長（品川義則君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君）（登壇） 

 それでは、大久保由美子議員の一般質問に答弁させていただきたいと思います。 

 傍聴者も８人が男性で４人が女性で２対１というそういう状況で、だけれども、ほかのと

きに比べれば女性の割合は高いのかなと。さっきはすごかったですね。先ほどは女性が圧倒

的に多い、重松議員の人気かなと思いましたけれども。 

 １、女性の視点からの防災と避難所の運営についてということで、⑴基山町防災会議と基

山町防災対策本部会議の各委員の人数を示せ、また、そのうち女性は何人かを示せというこ

とでございます。 

 基山町防災会議につきましては、現在19名で女性が２名となっております。また、基山町

災害対策本部会議につきましては、現在11名で女性は入っていないということになっていま

す。これは、基山町の役場の管理職で占めている会議でございまして、ポスト指定になって

おりますので、今の管理職に女性の管理職２人いますけれども、この指定ポストに管理職と

して就いてないということが今の形になっているところでございます。 

 ⑵女性委員の割合について所見を示せということでございますが、委員の任命につきまし

ては、委員会の特性もありますが、男女共同参画プランにおいて目標を掲げておりますので、

できる限りその目標に近づくように努力したいと思います。 

 ⑶平時から防災や避難所運営を計画するに当たり、女性の視点をどう捉えているのかとい

うことでございますが、これまでは避難所を運営する中での職員や避難者からの意見などを

参考にして対応してきました。アバンセが発行した「男女共同参画の視点を取り入れた災害

時避難所運営の手引き」などを参考にして、今後は検討してまいりたいと考えているところ

でございます。 

 ⑷女性防災リーダー養成講座の開催はということでありますが、本町では毎年自主防災組

織のリーダーを対象とした研修会を実施しております。この研修会は性別を限定しておりま

せんので、例年女性の方にも参加していただいているところでございます。今後は、佐賀県

やアバンセ等と連携して開催できないか検討してまいりたいと考えております。 
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 ⑸令和２年９月の大型台風10号では、コロナ禍で避難所を開設したが、気づきや課題は何

か、また、避難所の開設で女性に配慮した対応があれば示せということでございますが、ま

ずは新型コロナの関係で密を避けるためのパーティション等のレイアウトを行いましたが、

事前に精密なシミュレーションをやっていなかったので、予想以上にスペースが必要だった

ため、今改めてレイアウトの見直しを行っているところでございます。総合体育館には授乳

施設がありますが、町民会館にはありませんので、そのスペースの確保を検討しているとこ

ろでございます。 

 また、女性に配慮した対応としては、避難所を担当する職員には、保健師を含め１名以上

の女性が必ず入るように配置し、女性の避難者が相談しやすい環境づくりに努めたところで

ございます。 

 ⑹避難所では要配慮者（高齢者、基礎疾患のある方、障がい者、外国人、妊産婦など）の

女性のニーズの把握や対応はということでございますが、避難所を設置する際には、保健師

や女性職員を配置し、要配慮者や女性からの相談を受けやすい体制を取っているところでご

ざいます。また、特に配慮が必要な方は、福祉避難所で受け入れることとしているところで

ございます。福祉避難所は保健センターの中に設けております。 

 ２、高齢者の特殊詐欺被害防止対策について、⑴佐賀県内での平成30年、令和元年度の特

殊詐欺被害の件数と被害額を示せということでございますが、まず佐賀県内での平成30年の

特殊詐欺被害件数は20件で被害額が約3,500万円となっております。令和元年につきまして

は、被害件数が50件で被害額が約１億1,400万円となっているところでございます。 

 ⑵鳥栖警察署管内での平成30年度、令和元年度の特殊詐欺被害の件数と被害額を示せとい

うことでございますが、鳥栖警察署管内では、平成30年の特殊詐欺被害件数は２件で被害額

が約400万円となっており、令和元年につきましては被害件数が12件で被害額が約2,500万円

となっているところでございます。 

 ⑶そのうち本町での平成30年、令和元年の被害状況を示せということでございますが、本

町では平成30年の特殊詐欺被害件数は架空請求被害が１件となっており、令和元年の被害は

ありませんでした。 

 ⑷における被害防止対策の取組を示せということでございますが、被害防止のために特に

場所として使用される金融機関やコンビニエンスストアにポスターの掲示の依頼を行い、広

報活動として、特に新型コロナウイルス感染症対策に便乗した給付金詐欺やニセ電話詐欺が
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急増した時期には注意していただくよう、広報きやまやホームページに掲載を行っていると

ころでございます。 

 また、毎月開催している安全な町づくり推進会議では、ニセ電話詐欺をテーマにしたＤＶ

Ｄやチラシの配布を行い、鳥栖警察署からの被害状況報告なども安全な町づくり推進協議会

委員から各区の運営委員会で報告し、地元の住民の方へ注意喚起を行っているところでござ

います。また、毎月１回開催しております団体長連絡会においても、基山交番所長より最新

の被害状況等の報告をいただいて周知に努めているところでございます。 

 ⑸特殊詐欺対策電話機等の購入費に補助ができないかということでございますが、特殊詐

欺対策電話機の導入は、これまで特殊詐欺被害が多発した二、三の自治体で取り組まれてい

ましたが、特殊詐欺被害が減少する中、留守番電話の機能を活用する方法が増えてきている

と思っております。既に鳥栖警察署が特殊詐欺被害の未然防止を図るため、高齢者宅を訪問

される際に留守番電話の機能を利用して特殊詐欺に対応する設定を推進されています。町と

いたしましても、鳥栖警察署等との連携を深め、町民の方への留守番電話設定を周知し、特

殊詐欺被害の予防対策に努めていきたいと思っております。 

 今度、プラチナ社会政策室ができて、高齢者、特に一人暮らしの家庭の訪問等をやります

ので、そういうときにもそういう特殊詐欺の関係の留守番電話の設定なんかを協力してさし

あげるようなことも一つの方法ではないかと考えているところでございます。 

 以上で一度目の答弁を終わらせていただきます。 

○議長（品川義則君） 

 大久保議員。 

○４番（大久保由美子君） 

 まず、この一問一答によって、質問事項１から進めてまいりますけれども、今回この一般

質問の通告をして、ただいま答弁をいただきました。昨年からの新型コロナウイルス感染症

対策やこれから始まるワクチン接種に多くの労力を費やされていることや、幸い本町ではこ

れまで災害によって長期にわたる避難所運営がなかったことから、防災や避難所運営に女性

の視点を重視する機会が少なかったような気もいたします。そこで、それもあって、答弁を

聞きながら女性の視点について行政もあまり認識が深くないというか、そういうことを感じ

ました。 

 しかし、阪神淡路大震災や東日本大震災をはじめとして、近年頻繁に発生する災害に特に
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防災や避難所運営に実際被災した体験を持つ女性たちは、多くの女性の視点や参画を求めて

いらっしゃいます。そこで、その辺りを中心に今回ちょっと質問させていただきたいと思い

ます。まず、傍聴の方もいらっしゃいますし、これからユーチューブとかでも配信されます

ので、まずこの⑴の中に基山町防災会議、これについてちょっと簡単に御説明ください。 

○議長（品川義則君） 

 熊本総務企画課長。 

○総務企画課長（熊本弘樹君） 

 基山町防災会議につきましては、基山町の防災の指針となる基山町地域防災計画というの

がございますけれども、こういったものを基本的には議論していただいて、その計画を作成

していただいて、その状況などを把握するというところで設置をさせていただいているとこ

ろでございます。 

○議長（品川義則君） 

 大久保議員。 

○４番（大久保由美子君） 

 まず、日本の人口の半数は女性です。それ以上かもしれません、女性のほうが。また、そ

の意思決定の場に女性の参画は大変必要だと思っております。そこで、この基山町防災会議

委員、答弁で19名いらっしゃって、そのうち女性委員は２名という答弁がありましたけれど

も、その２名はどういう役職の方ですか。 

○議長（品川義則君） 

 熊本総務企画課長。 

○総務企画課長（熊本弘樹君） 

 １名の方は消防委員をされております。それから、もう一名につきましては、ボランティ

ア協議会というのがございますけれども、そちらのほうから、今会長は男性になっておられ

ますので、ぜひ女性をということで女性の方をそちらから推薦していただいて、そういった

ボランティア団体の代表ということで委員を受けていただいておるところでございます。 

○議長（品川義則君） 

 大久保議員。 

○４番（大久保由美子君） 

 分かりました。佐賀新聞にたまたま、今年だったと思いますけれども、防災会議の女性比
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率についての記事が掲載されておりました。共同通信のアンケートによると、さっき説明さ

れました防災計画策定のために設置される地方防災会議のその女性比率が、国が2020年の目

標に掲げていた30％に達したのは、アンケートですので回答が来た中では1,487自治体のう

ち27県市町村にとどまっていたというふうに書いてありました。また、約２割近い292市町

村に女性委員が１人もいないということも書いてありました。本町は２名いらっしゃいます

けれども、この女性委員の比率が少ない理由は何が考えられますか。 

○議長（品川義則君） 

 熊本総務企画課長。 

○総務企画課長（熊本弘樹君） 

 この防災会議につきましては、基本的に各種公共的な機関の代表、例えば警察であれば鳥

栖警察署長さんであったり、保健であれば保健福祉事務所長であったりとか、そういった方

をお願いしておるところで、どうしても男性の比率がそういった方々には多いというところ

が現状でございます。そういった中で、たしか大久保議員のほうから以前そういった御指摘

を受けた中で、前回の更新時期ぐらいからボランティア協議会等で女性に入っていただいた

という経緯もあるところでございます。 

○議長（品川義則君） 

 大久保議員。 

○４番（大久保由美子君） 

 今答弁いただきましたけれども、この防災会議の女性比率を上げることで会議にどう反映

されるとお考えですか、女性の比率を上げることで、会議の中身が。 

○議長（品川義則君） 

 熊本総務企画課長。 

○総務企画課長（熊本弘樹君） 

 比率を上げることによって、先ほどから議員のほうおっしゃっておりますけれども、女性

からの目線というのもそういった防災計画のほうに反映をされるということから推進してい

くということになっていると思っております。 

○議長（品川義則君） 

 大久保議員。 

○４番（大久保由美子君） 
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 ちょっと長くなるけれども、内閣府男女共同参画局総務課の資料に、防災会議の女性比率

を上げたことで幾つか利点を書いてありました。女性の防災への意識が高くなった、防災対

策に女性の声が反映できる体制ができた、防災計画の中の女性視点に立った対策が取り入れ

られた、また、男性が見落としがちなニーズ、または必要な対策にも対応できた。そして、

防災会議に女性の割合が高くなった地方公共団体の好事例には、各種生活用品の常備備蓄の

内容が変わり、プライバシーを守るための物資、女性用品、乳幼児用品、高齢者用品の備蓄

が変わってきたということを上げてありました。 

 次に、公共的な機関の代表者によって構成されているということは答弁されましたけれど

も、この会議の女性委員の比率を上げるためにはどのような対策が必要とお考えでしょうか。 

○議長（品川義則君） 

 熊本総務企画課長。 

○総務企画課長（熊本弘樹君） 

 具体的には今後検討していくことになると思いますけれども、条例の中で、委員について

いろいろと10項目ほど列記がございますけれども、その中でいわゆる充て職、もう役職が限

定されている分についてはその方を任命するほかはないと思いますので、それ以外で職員の

うちで町長が任命する者であったり、県知事から推薦をされたもので任命する者であったり

する分とか、女性の職員とかそういったところを推薦していただくことができるような部分

を検討させていただいて、そういった比率を上げていくということになると思います。 

○議長（品川義則君） 

 大久保議員。 

○４番（大久保由美子君） 

 その記事の続きに、佐賀県内で比率が30％を上回った自治体が２つありました。１つは佐

賀県の41人中女性が14人で34％、２つ目が武雄市の25人中８人で32％とありました。女性委

員を増やすための事例も掲載されていたんですけれども、例えば役職にこだわらず、防災対

策力を備えた実務者を委員に選任した。それと、この佐賀県有田町では、女性を選出しやす

いように、防災会議条例を改正した。ちょっと上と一緒だったかな。それから、地域枠とい

うのを設けて、障害者福祉団体など女性が多い組織を加えたというようなことも書いてあり

ましたので、本町もできないことはないと思います。先ほどの質問とちょっと重複しますけ

れども、今の事例とかを申し上げましたけれども、そういうことで増やすことができますか。 
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○議長（品川義則君） 

 熊本総務企画課長。 

○総務企画課長（熊本弘樹君） 

 同じような答弁になりますが、先ほど私のほうも申し上げたのはそういった部分を工夫す

ることによって増やすことはできるのではないかと考えているところでございます。 

○議長（品川義則君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君） 

 この会議自体がそういう細かいところの議論まで行く会議でないと私自身が何回か出て、

本当に組織同士の関係、こういうときはどういうふうにやり取りするかというふうな話なの

で、ここの女性の数を増やすことに意味があるんであればそうかもしれないけれども、防災

に関してもうちょっと女性の視点を入れるという意味であれば、自由に発言できるような別

の会議をつくって、特に避難所の問題とか、より現場の問題について話し合うほうが私は現

実的ではないかなと思います。これで人数を増やしたからといって、恐らく会議ではほとん

どそういう議論にはならないと。一度傍聴していただければと思いますが、そういう感じに

なると思いますので、そちらのほうがより女性の視点が入ってくるんではないかなと私はち

ょっと思いますので、もちろんこういう数を増やして、うちが何割とかそういう話は大事か

もしれませんけれども、やっぱりより実態的なほうも大事だと思うので、まずはそっちから

やっていくのが何か早いし、それからもういろいろな意見が自由に出るんではないかなと思

ったりも今しているところでございます。 

○議長（品川義則君） 

 大久保議員。 

○４番（大久保由美子君） 

 実際、私が防災会議は傍聴しておりませんので、中身がよく分かりません。確かに女性が

参画しているからそれでオーケーとは本当に言えないと思います。そこで、この間のオリン

ピックの森会長ではないんですけれどもね。そこで参画して意見を言うことが私は本当に大

事だと思っております。さっき言いましたように、ちょっと傍聴しておりませんので中身が

よく分かりませんけれども、やはりいろんなところでこの防災会議を含めたところで女性の

参画を上げているというところはやっぱり重大性もあるんではないかなと思っておりますの
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で、これからまたそこら辺は傍聴させていただければと思っております。 

 次に、基山町の防災対策本部会議、これも災害予防や災害応急対応に重要な事項を協議す

る会議ですけれども、そこに女性が入っていないということは、さっきもう私が質問をしよ

うかなと思ったら町長が答弁されましたように、そこがポストというか、課長とかそういう

ところだから女性が入らない。では、これから可能性はどうなりましょうか。 

○議長（品川義則君） 

 熊本総務企画課長。 

○総務企画課長（熊本弘樹君） 

 当然、女性の管理職も増えてきておりますし、そういった部署に就く場合もございますの

で当然出てくると思いますし、あと、その対策本部会議を行う中では、基本的には状況的に

第一配備になっておる状況でございまして、管理職は全て庁舎のほうに出勤しております。

ので、そういった意味では会議を開いたときにはその班長以外についてはオブザーバーとい

う形で会議のほうにも入っておりますので、そういった意味では２名、先ほどの町長の１回

目の答弁にもございましたけれども、２名管理職がおりますので、そういったところの中で

の意見というのはいただいているところでございます。 

○議長（品川義則君） 

 大久保議員。 

○４番（大久保由美子君） 

 次に、ちょっと今１番、２番で聞かせていただきまして、次に本当は３番に行くところを

４番でお尋ねしたいと思います。 

 ⑷の女性防災リーダー養成講座の開催はということで、平常時から地域コミュニティの中

で防災や避難所運営については女性の参加が不可欠であり、女性が声を上げていくことも大

切だと思っております。そこで、昨年の11月18日、自主防災組織リーダー研修会が開催され

ましたけれども、その目的と参加者の中に女性の参加があったのかを御答弁ください。 

○議長（品川義則君） 

 熊本総務企画課長。 

○総務企画課長（熊本弘樹君） 

 この研修会につきましては、自主防災組織の中心的な役割を担う方々を対象に、防災に関

する意識、知識、技能を身につけていただくということで、地域防災力の向上を図りたいと
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いうことで毎年開催をさせていただいております。令和２年度につきましては、新型コロナ

ウイルス感染症の感染拡大防止という観点もございましたので、各区から２名までというこ

とで参加をいただいたところでございます。約40名の方に受講していただいたところでござ

いますけれども、その中には女性の方はいらっしゃいませんでした。 

○議長（品川義則君） 

 大久保議員。 

○４番（大久保由美子君） 

 そこにちょっとあまり細かいことを言ってもあれなんですけれども、要するに各２名とい

うことのみのお願いだけで、中には女性もとかいうそういうのはなかったわけですね。自主

防災組織ですからね、多分女性もいらっしゃると思うんですよ。 

○議長（品川義則君） 

 熊本総務企画課長。 

○総務企画課長（熊本弘樹君） 

 例年ですと、女性のリーダーの方にも参加をいただいているところでございますけれども、

先ほど申し上げましたように、参加者を限定していただいたという部分も影響したかもしれ

ませんけれども、そういった関係で令和２年度についてはちょっといらっしゃらなかったと

いうところでございます。 

○議長（品川義則君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君） 

 この会もそうかもしれませんが、自主防災組織はいろんな区でやっていまして、この前、

２区の訓練をやりましたけれども、自主防災会の女性の方がもう生き生きと中心的な役割を

されておりましたので、やっぱり区によってきちんとそういうふうにしていただいていると

ころと、そうではない区がひょっとしたらあるかもしれないので、そういうのをこれから区

単位でやっぱり、防災というのは町全体でやるというのはもちろん大事ですけれども、やっ

ぱり地域ごとの防災は大事なので、そういう２区の非常にすばらしい取組だと思いましたの

で、それからほかにもいろんなところが、３区も一番最初に自主防災組織をやり始められた

と思いますし、16区とか15区も進んでいる、17区も頑張られているという話はよく聞きます

ので、そういった進んでいるようなところのやつをまだまだ遅れているようなところにうま
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く広げていくというのが、会議をやって女性の数という、繰り返しになりますが、その数を

気にするよりも物すごく大事だと思いますので、そういう活動をばしばしやっていきたいと

思いますので、もちろん数も努力はいたしますけれども、そこら辺はぜひそういう観点で考

えていくというので一緒に考えていただければなと思うところでございます。 

○議長（品川義則君） 

 大久保議員。 

○４番（大久保由美子君） 

 もうしばらくまだ数を申しますので、よろしくお願いします。 

 それから、地域防災計画の19ページのように、自主防災組織に防災訓練やリーダー研修会

等への女性の参画の促進に努めるとちゃんと書いてありますよね。各行政区に自主防災組織

が運営されていますから、今後ともぜひ、今年はそういうことだったでしょうけれども、次

年度からは参加者を増やすことができるようであれば女性にもぜひ声をかけていただきたい

と思います。 

 また、基山町内の自主防災組織の中に何割の女性がいらっしゃるか、ちょっと私把握して

おりませんけれどもね。３区も新年度に向けて３区自主防災会の規約や防災計画の見直しを

しました。そこに役員が11人おりまして、そのうち女性が３人入っております。また、同じ

く19ページに自主防災組織へ助言を行うということも書いてありました。それで、やはり団

体長連絡会やそういうところでぜひこの自主防災組織に女性の参画を促していただきたいと

思いますけれども、いかがですかね。御答弁をお願いします。 

○議長（品川義則君） 

 熊本総務企画課長。 

○総務企画課長（熊本弘樹君） 

 自主防災組織に加入されてある方は、自治会に加入されてある方ということだと思います

ので、その中からリーダーがどれだけ養成されるかというところであると思いますので、そ

ういった１回目の町長の答弁にもございましたけれども、例えばアバンセで行われているよ

うなそういった研修会であったり、またうちが主催する研修会であったり、そういったとこ

ろに御案内をする中で、また御出席をいただく中でそういった女性の防災リーダーというの

を養成していければと考えておるところでございます。 

○議長（品川義則君） 
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 大久保議員。 

○４番（大久保由美子君） 

 続いて、令和２年度の佐賀県地域防災リーダー養成講座が昨年も開催されたと思いますけ

れども、本町から何名参加されたのでしょうか。 

○議長（品川義則君） 

 熊本総務企画課長。 

○総務企画課長（熊本弘樹君） 

 この分につきましては、令和２年度につきましては２名の区長に御参加をいただいたとこ

ろでございます。 

○議長（品川義則君） 

 大久保議員。 

○４番（大久保由美子君） 

 これは毎年やっているんだと思うんですけれども、この何か要件に、受講するには各市町

の推薦が必要で、また受講後には任意で防災士試験も受けることができるようですね。その

受講する推薦にずっと１番、２番、３番と段階があって、区長とかそういう、次はという感

じでありましたけれども、女性のこの養成講座受講者数や女性の防災士取得者って基山町に

はいらっしゃるんでしょうか。 

○議長（品川義則君） 

 熊本総務企画課長。 

○総務企画課長（熊本弘樹君） 

 この県が主催する地域防災リーダー養成講座につきましては定員が決まっておりまして、

大体例年、基山町に来る割合が３名ということになっておりまして、２名から３名程度毎年

御出席をしていただいているところでございます。この分については、特に性別を限定して

いるわけではございませんので、区長さん方に御依頼するときに併せてそういった女性の参

画もできればということで御案内をさせていただければと思っております。 

 これまで、本町から女性のリーダー養成講座というところに参加されたという実績はござ

いませんけれども、それからこのリーダー養成講座を受講された方ばかりではございません

けれども、現在防災士資格取得者としては本町では30名いらっしゃいます。そのうち１名が

女性の方ということになっておるところでございます。 
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○議長（品川義則君） 

 大久保議員。 

○４番（大久保由美子君） 

 いろんなところで、特に防災とか災害について女性にも事前の取組についても意識を高め

ていただきたいと思っておりますので、これからも行政からもいろいろ発信していただきた

いと思います。 

 次に、戻って３番のほうでお尋ねいたします。 

 男女共同参画センターのアバンセに、今回答弁にもありました３番のところで、これから

はアバンセが発行した男女共同参画の視点を取り入れた災害時避難所運営の手引きを参考に

していきたいという答弁をいただきました。この中に、女性の視点を入れた男女共同参画お

届け講座とかいうのもあるようなんですよね、そのアバンセが派遣してですね。それで、執

行部もそれに限らずいろいろ情報はお持ちと思いますので、今後その女性向けの養成講座を

するとかそういうお考えはないですかというか、そういう講座をしていただけないでしょう

か。 

○議長（品川義則君） 

 熊本総務企画課長。 

○総務企画課長（熊本弘樹君） 

 まず、毎年、本町が主催しております地域防災リーダー研修会のほうに御参加を促したい

と思っておりますし、あとアバンセのほうにその件につきましては確認をさせていただいた

ところでございますけれども、令和３年度以降についても、このお届け講座のほうで男女共

同参画の視点を取り入れた防災研修も取り組まれる予定ということでございましたので、た

だこの分については市町の取組ということではなくて、どちらかというと自主防災組織であ

ったりとか、そういった団体が対象となっておるということでございましたので、こういう

出前講座的なものがあるということを御紹介しながら、例えば自主防災組織の女性とか、あ

と女性消防団とか、そういった方々に御紹介をして利用促進を図れればと考えておるところ

でございます。 

○議長（品川義則君） 

 大久保議員。 

○４番（大久保由美子君） 



- 198 - 

 もし、これから先、そういうことができるようでしたらお願いしたいと思います。 

 それから、さっき午前中、桒野議員も避難所とか、コロナ禍による避難所運営とかも質問

されたんですけれども、ちょっと同じようなところになるかもしれませんが、これまで避難

所運営は短時間で結構閉鎖していることが多かったと思います。もし、避難が長引くような

災害が発生すれば、多くの課題が出てくると思います。行政も、もしそういう長引く災害が

起きたときは、業務をした上に避難所運営もしていかなければなりませんので、そういうふ

うなときの避難所運営を何か想定はされていらっしゃいますか。また、何かマニュアルで対

応していくというようなことでしょうか。 

○議長（品川義則君） 

 熊本総務企画課長。 

○総務企画課長（熊本弘樹君） 

 ここ近年の状況で申し上げると、長期的な災害というのが起きたわけではございませんの

で、具体的に職員間でそういったシミュレーションの研修を行ったということはございませ

んけれども、いろんな意味でのマニュアル的なものは作成をさせていただいておりますので、

そういったマニュアルに基づいて行動ができるように、特に職員の中でもリーダー的な存在

を果たしてくれるであろうところとの意思確認はやっていく必要があるかなと思っておると

ころでございます。 

○議長（品川義則君） 

 大久保議員。 

○４番（大久保由美子君） 

 ちょっとお答えいただけるかどうか分かりませんけれども、万が一長引いたときに、その

長引き方もいろいろありますでしょうけれどもね。そのときに、さっきから言っていますよ

うに、この女性の視点というところはどういうところが考えられるか、御答弁お願いできま

すか。 

○議長（品川義則君） 

 熊本総務企画課長。 

○総務企画課長（熊本弘樹君） 

 少し町長の１回目の答弁の中の反省点でございましたけれども、授乳期の特に女性の方に

ついてはやはり授乳所も必要になりますので、そういったところに配慮する必要もあると思
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います。それから、当然女性特有のいろいろな部分もございますので、例えばトイレにして

もきちんと分けられるように、どの程度の人数が来るかというところはありますけれども、

例えば体育館が満杯になるような形を想定するとすれば、そういった仮設のトイレにしても

きちんと男女を分けられるように設置をするとか、あと女性同士で会話ができるようなそう

いった場所を設置するとか、いろいろと工夫をしなければいけないところはもっとたくさん

あると思いますけれども、今すぐにということの中ではそういったことがあるのかなという

ところでお答えをさせていただきます。 

○議長（品川義則君） 

 大久保議員。 

○４番（大久保由美子君） 

 急に質問しましたから、なかなか長期のところの避難という想定が難しいとは思いますけ

れども、いろいろそういうことの情報はありますので、そういうところをぜひキャッチして

いただきたいと思います。 

 次に、⑸昨年の大型台風ですね。そのときの気づきとか、避難所開設での女性の配慮があ

ればということを質問しました。このときの受入れが415人ということで、今までで一番多

かったのかなと感じておりますけれども、この415人の方は避難場所としては町民会館と答

弁で総合体育館も使われたということですけれども、この２か所だけで済んだのでしょうか。 

○議長（品川義則君） 

 熊本総務企画課長。 

○総務企画課長（熊本弘樹君） 

 町民会館と総合体育館のアリーナ、そちらのほうで415人については避難を受け入れた。

あと、福祉避難所を保健センターのほうに設置いたしますので、例えば寝たきりとかで介護

ベッドが必要な方とか、そういった方については一部、保健センターで受け入れた部分もあ

ると思います。 

○議長（品川義則君） 

 大久保議員。 

○４番（大久保由美子君） 

 あると思うということは、はっきりちょっと分からない。ちょっと去年の９月の話ではあ

るんですけれどもね。武道館とかは使われなかったんですか。それと、ちょっと待ってくだ
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さい、町民会館ってたしか、私確認したんですけれども、もう下も、下の会議室とか、２階

も全て使われていたような気もしますけれども、ほぼそういう状況でしたよね。 

○議長（品川義則君） 

 熊本総務企画課長。 

○総務企画課長（熊本弘樹君） 

 あると思いますという想像的な言い方をして申し訳ございませんでした。ございます。 

 それから、町民会館につきましては、まずは一義的に町民会館をきちんと埋めてから総合

体育館のほうに御案内するということで、対応できる職員の数も決まっておりますので、そ

ういった意味からまずは町民会館のほうをきちんと３密も避けながらさせていただいたとい

うところで、町民会館のほうが当然満杯になったところで動かせていただいております。最

終的に武道場のほうは使うことはありませんでしたので、全て停電することもございません

でしたので、夏で暑い時期でございましたので空調も入れたところで対応させていただいた

ところでございます。 

○議長（品川義則君） 

 大久保議員。 

○４番（大久保由美子君） 

 それで、さっきちょっともう答弁されたんですけれども、こういう災害が今年もないとは

限りませんし、どれだけの災害が発生するかもちょっと分かりませんけれども、去年の台風

10号はもうニュースも事前からすごく大型ということで、そういうこともあって多くの町民

が避難されたと思うんですけれども、そういうことから平常時はなかなか職員もいろんな仕

事があると思いますが、防災の研修や勉強会というのは、さっきシミュレーションはしてい

ないとはおっしゃったんですが、されているのでしょうか。 

○議長（品川義則君） 

 熊本総務企画課長。 

○総務企画課長（熊本弘樹君） 

 先ほど申し上げたのは、そういった大規模災害を想定したところでの研修などを事前に行

ったことがございませんでしたので、そういうことで答弁させていただきましたけれども、

いわゆる台風であったり大雨、短時間の避難で終わるような部分については、毎回の反省点

を踏まえたところである程度ミーティングをしながら実施を次に備えてやっているというの
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が現状でございます。 

○議長（品川義則君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君） 

 今でも年間、そうですね、３回から５回は避難所を開けて職員が泊まるという、小さいや

つでもそういうのをやっているので、特にそれに関係する課はもうまさにそれを実地で訓練

をやっているというそういうことなので、先ほどシミュレーションをやっていないと言った

のは、体育館にどういうふうに配置するかというシミュレーションをやっていなかっただけ

でございますので。それから、武道場は今まさにエアコンがついていますので、今年の夏は

もし体育館がいっぱいのときは武道場も使えるというふうな、そういう形になります。 

○議長（品川義則君） 

 大久保議員。 

○４番（大久保由美子君） 

 その配置、体育館にしても町民会館にしてもね。ちょっとさっき、総務企画課長にこのア

バンセの男女共同参画の視点を取り入れた災害時避難所運営の手引きはすごくいいので、こ

れをぜひ参考にしてこれからの防災、避難所運営に役立ててほしいということを言いました

ら、何か手元にお持ちでしたよね。その中にも、要するにレイアウト例とかもありますもん

ね。それから、中身もいろいろ個々に約80ページからの災害避難所運営の手引きというのが

ありますので、ぜひまちづくり課も含めて参考にしていただきたいなと思っております。防

災計画以上にこれのほうが分かりやすいんではないかなと思います、基山町のですね。 

 それから、今町長も、年に四、五回は職員が災害時とかに実地しているのでそれのほうが

すごく現場で実際にやっているので、それが研修にも当たるよというふうなことを答弁され

ましたけれども、女性の場合はどんな感じなんですか。答弁では、避難所を担当する職員に

保健師を含めて１名以上は女性を入れているということですけれども、多くの職員には女性

もいらっしゃいますからね。そういう女性の職員に対しての防災とか避難運営についてはど

のような、別にされているということではないんですけれども、やっぱり女性の視点という

のはすごく大事だと思いますので、そういう取組は今どういう状況なんでしょうか。 

○議長（品川義則君） 

 熊本総務企画課長。 
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○総務企画課長（熊本弘樹君） 

 開設に当たっては事前に打合せをして、どういった体制で臨むということをもう直前にき

ちんと打合せをしながら、女性についても同様に対応していただくように事前の打合せをさ

せていただいているというのが現状でございます。 

○議長（品川義則君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君） 

 ３交代制にしているので、夜中、例えば女性が朝一になっていたら、そこの女性が自主的

にジャージ姿で、朝出てこられなかったので夜来ましたとかいうそんな感じののりで、別に

正直、こういう災害のときに男、女とか全く区別しませんので、ばっちりやっていますよ。

だから、そういう意味では、必ずどの窓口にも女性もちゃんといる体制が今も整っています

ので、そこは御安心いただければと思います。 

○議長（品川義則君） 

 大久保議員。 

○４番（大久保由美子君） 

 よく参考になりました。なかなか私も夜中までは避難所には伺ったことがございませんし、

私自身も避難することがなかったから、設営というか設置するところまでしかなかなか見に

行くというか、行ったことがないので、３交代、本当にすばらしいと思います。 

 続いて、⑹に進みたいと思います。やっぱり１万7,400人いる基山町の中にも多くの要配

慮者がいらっしゃると思いますけれども、台風10号では保健センターの福祉避難所を開設し

たとおっしゃいましたけれども、これって２次的な避難所ということもありますけれども、

ここにやっぱり避難をさされたんですか、実際は、とか、過去にここを避難所として利用さ

れたことはあるのでしょうか。 

○議長（品川義則君） 

 熊本総務企画課長。 

○総務企画課長（熊本弘樹君） 

 繰り返しになりますけれども、実際に避難もされてきております。特に台風とかであれば、

事前にどの時期にどういった形で来るかというのを予測できますので、特に介護ベッドとか、

そういった部分も準備をさせていただきながら受入れもさせていただきますし、場合によっ
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ては一時的にその施設をいろいろな介護施設などに御紹介をして、そちらのほうを選択され

る場合もございますけれども、福祉避難所として御利用いただくことは当然実績としてもご

ざいます。 

○議長（品川義則君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君） 

 去年のは私正直あまり福祉避難所に行っていないんですけれども、２年前の平成30年のと

きには３組ぐらいお見えになって、しばらく預かって、そして病院とか介護施設のほうに移

動というか転出するような、そういう形を取った記憶があります。だから、平成30年のとき

にはかなり福祉避難所が非常に活発に動いた記憶がしているところでございます。 

○議長（品川義則君） 

 大久保議員。 

○４番（大久保由美子君） 

 これからもその高齢者を含めた要配慮者が増えてくる可能性もありますので、ぜひその辺

の対応を、あまり女性目線とか女性視点というとまた言われそう、何か答弁があれなんです

けれども、ぜひこれからも町民の安心安全に向けた対応をよろしくお願いしたいと思います。 

 ちょっとこれは余分なことなんですけれども、岡山県の美咲町には、今回新型コロナ相談

窓口や避難所での対応のために難聴者対応のために対話支援機器というのとか、外国人も基

山町は多いですよね。今年の成人式のあれを見ていたら、結構外国の名前の方が多かったで

すね。町内にもいろんな就労されている方がいらっしゃいますけれども、そこに外国人支援

のために、瞬間音声翻訳機というのを令和２年度に導入されているんですよ。もし参考にな

ったら、そういう避難所、また新型コロナ対策にいろいろお尋ねされるときに、そういうの

があったらいいんではないかなということをちょっと思いましたので付け加えさせていただ

いて、次の質問事項２に入りたいと思います。 

 高齢者の特殊詐欺防止対策について質問させていただきます。 

 まず、ちょっと長くなりますけれども、１から３の答弁ですね。私が佐賀県、鳥栖警察署、

基山町、そういうことで一括してちょっとお尋ねしましたけれども、佐賀県内も令和元年度

は平成30年度に比べると件数・被害額とも約３倍前後に増加していますよね、令和元年度は

ね。それから、鳥栖警察署管内でも、令和元年度が前年度より件数・被害額も約６倍なんで
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すよね。そして、おかげでこの本町は被害がなかったということは本当に幸いなことだった

と思いますし、これをぜひ更新していただきたいというか、町民がそういう意識を持って、

私も含めて更新していきたいものです。 

 ただ、今回の質問をするに当たり調べていると、基山町は該当しないと思いますけれども、

中にはだまされた高齢者が経済的なダメージだけでなく、被害に遭ったショックと受けた恥

ずかしさですかね、そういうのも重なって、家族にも相談できない。その被害に遭ったとい

うことをですね。そういう深刻な状況に陥っていることも実際あって、被害がなかなか顕在

化しないというか、見えないということもあるということの報告をちょっと読ませていただ

いたんですけれどもね。それでお尋ねしますけれども、佐賀県内の高齢者の特殊詐欺被害の

中で、手口としてはどのような特殊詐欺が多いのでしょうか。 

○議長（品川義則君） 

 毛利住民課長。 

○住民課長（毛利博司君） 

 特殊詐欺の種類につきましては、大体10種類程度ありますけれども、高齢者の詐欺被害の

手口で多いのがオレオレ詐欺、それから架空請求詐欺というのが被害が多くなっている状況

でございます。 

○議長（品川義則君） 

 大久保議員。 

○４番（大久保由美子君） 

 分かりました。それから、この佐賀県内なんですけれども、特殊詐欺の被害のうち、今回

高齢者についてお尋ねしておりますけれども、高齢者が占める被害件数と被害額というのは

大体何割ぐらいか分かりますか。 

○議長（品川義則君） 

 毛利住民課長。 

○住民課長（毛利博司君） 

 県内の特殊詐欺被害のうち高齢者が占める被害件数の割合、50％以上となっております。

また、被害額の割合につきましても、全体の被害額の８割以上となっているのが現状でござ

います。 

○議長（品川義則君） 
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 大久保議員。 

○４番（大久保由美子君） 

 やはり高齢者の被害件数も被害額も結構占めているということが答弁で分かりました。 

 ３番までが基山町までの件数をお尋ねしましたので、この４番に入りたいと思います。本

町における防災対策の取組を示せということでお尋ねしておりますけれども、いろいろ答弁

の中でこういうことをしています、ああいうことをしていますというふうに書いてありまし

たけれども、要するにそういう意識を高めるためにぜひ出前講座とかもできるものでしょう

か。役場もいろんな出前講座をしていますけれども。 

○議長（品川義則君） 

 毛利住民課長。 

○住民課長（毛利博司君） 

 特殊被害につきましては、いろんな手口も変わっていく中で、高齢者世帯、それから独り

高齢者世帯の情報発信というのは非常に大事だと思っております。そういった中で、まず住

民課のくらしの安心・安全係としても、町長答弁に最初ありましたように、新設される福祉

課のプラチナ社会政策室の情報を共有して、高齢者の被害防止にまず努めたいと考えており

ます。 

 それから、議員おっしゃいましたように、特殊詐欺の出前講座、これにつきましても申し

込みがありましたらぜひ鳥栖警察署との連携をしながら開催のほうはしていきたいと考えて

おります。 

○議長（品川義則君） 

 大久保議員。 

○４番（大久保由美子君） 

 そうですね、ちょっとこれ、あれなんですけれども、大きな広告なんですけれどもね。ち

ょっといいですか。西日本新聞の佐賀、私、西日本新聞は佐賀しか取っておりませんけれど

もね。それにこれ、要するにだまされないで偽電話詐欺ということで、福岡県の生活安全課

と福岡県の警察が共同で広告を出していたんですよね。佐賀県版というんでしょうかね。ま

た、字も大きいですよね。やっぱり今若い人たちとか、私もネットは結構見ていますけれど

も、やはり高齢者、75歳とかそういう人たちはなかなか携帯でのネットは難しいと思うので、

そして新聞を読まれるのも結構高齢者は多いと思うんですよ。若い人はほとんど取っていな
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いんではないかな、新聞なんてね。そこにこうやって大きな広告を載せてあって、やはりも

う福岡県でも相変わらず、2020年中ですよ、これ。認知件数が201件、金額が３億8,854万円

で１人当たり約190万円の被害が出ているので、そのためにこういう大きな活字を用いて啓

発されていたんだと思います。こういうことは佐賀県内でもひょっとしたら警察、佐賀県が

こういう広告を出されたかもしれませんけれども、私それはちょっと気がつかなかったから

今日お持ちしましたけれども、いろんな形で福岡県も詐欺防止をやっているんだなというこ

とが分かりました。 

 答弁にはコンビニ関係のことも書いてありましたけれども、銀行やコンビニも特殊詐欺の

被害防止にしっかり取り組まれて、よくコンビニのところで詐欺未遂になったからとかとい

ってよく表彰されたり、銀行の行員の方のそういうのをよく新聞とかニュースでも見ますけ

れども、今はこれからも民間の事業者や金融機関と行政が連携して、さらに連携することが

必要と思いますけれども、今後の取組をどのようにお考えかお尋ねします。 

○議長（品川義則君） 

 毛利住民課長。 

○住民課長（毛利博司君） 

 町としましても、まず警察の連携のほかにも、議員おっしゃいますように、銀行、郵便局、

それからコンビニエンスストアとの連携をしながら、特殊詐欺被害を未然に防ぐことも重要

と考えております。また、町内からもちろん被害を出さないような形で、広報きやま、それ

からホームページの活用、基山町安全な町づくり推進協議会、最新情報を提供させていただ

きながら、町民の方への周知を今後も継続して取り組んでいきたいとは考えております。 

○議長（品川義則君） 

 大久保議員。 

○４番（大久保由美子君） 

 私、５番目で、特殊詐欺対策電話機等の購入費に補助ができないかということを最後に通

告しておりましたけれども、皆さん御存じと思いますけれども、ちょっと簡単にこの特殊詐

欺対策電話機というのの説明、それから補助がどういうことがあっているかを御説明いただ

けますか、基山町はやっていませんけれどもね。 

○議長（品川義則君） 

 毛利住民課長。 



- 207 - 

○住民課長（毛利博司君） 

 まず、電話のほうを受信したときに、「電話詐欺などの犯罪被害防止のため録音します」

と、そういったことで音声案内が流れまして、会話の内容を自動で録音することができる機

能を備えた固定電話となっております。特殊詐欺の対策電話機の補助につきましては、現在

基山町は行っておりませんけれども、特殊詐欺による被害防止を図るために、特殊詐欺対策

電話機を購入した65歳以上の高齢者世帯に対して、例えば補助金の上限額を決めて7,000円

とかそういったところで補助を行っている自治体等もございます。 

○議長（品川義則君） 

 大久保議員。 

○４番（大久保由美子君） 

 そういう通話録音機能があるのを町で補助ができないかということをちょっと通告したん

ですけれども、前向きな答弁がありませんでしたけれども、まあいいです。それで、ちょっ

と町長にお尋ねしますけれども、それに関連して、今後の高齢者への特殊詐欺の状況を今後

とも注視していただいて、被害の増加が進めば、私、佐賀県はもう実際何かそういう事業を

もうして済んでいるんですね。５年間されて、940世帯がこの通話録音装置を佐賀県内で設

置されたみたいで、すごくそれは効果があった。電話がかかってこないとか、そういう結果

が佐賀県のほうから調べたら出てきたんですよね。それで、多分こういう前向きな答弁がな

かったんではないかな、その設置するということができなかったんだと思いますけれども。 

 基山町は町長がよくおっしゃっていますよね。これからの事あるごとに現在の高齢化が

30％から10年後には35％まで拡大して、その後は減少に変わるが、その後にその10年ぐらい

で問題視されるのが一人暮らしの高齢者世帯の増加を危惧しているというようなこと。それ

で、今回、令和３年度の４月から福祉課にプラチナ社会政策室も機構改革されて、高齢者の

迅速な対応がされると思います。そういうのを注視しながら、ぜひ今はできなくても、ぜひ

この特殊詐欺の通話録音装置、それをこれからの基山町の高齢化の中での被害状況を見なが

ら、単独でも補助制度の検討を図っていただけないかということの最後の質問です。 

○議長（品川義則君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君） 

 まず、皆さん御存じかと思いますが、去年ローソンの店長が詐欺を未然に防いでくれた。
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あれなんかは本当に基山町のローソンですよね。だから、すごいですよね。ああいうことが

起こると非常にいいなと思います。そして、この件については、やっぱり今電話機自体の機

能がどんどん高度化していっているので、鳥栖署も留守番電話を設定するということで、今

鳥栖署がやっているということは基山交番もやっているということなので、それと一緒にや

っていこうというのが今回の趣旨でございますので、だんだんそういうもう通常の電話機の

中にそういう特殊詐欺防止機能的な留守番電話機能的なものがもう組み込まれてだんだん高

度になっていくと思うので、そこはその自然体でそっちをやっていけばいいと思っているん

ですけれども、ちょっと怖いのは、ほとんど今からスマホになっていくので、高齢者もスマ

ホのまたオレオレ詐欺が出てきやせんかなというのがあるので、そういう対策も考えていか

なければいけないと思っています。どっちにしましても、まずは未然に防いで被害がゼロに

なることを目指すのと、被害が起こればそれに対して対策を打つというのが当たり前でござ

いますので、きちんと対策を打っていきたいと思います。 

○議長（品川義則君） 

 大久保議員。 

○４番（大久保由美子君） 

 これで私の一般質問を終わります。 

○議長（品川義則君） 

 以上で大久保由美子議員の一般質問を終わります。 

 ここで午後２時20分まで休憩します。 

～午後２時10分 休憩～ 

～午後２時20分 再開～ 

○議長（品川義則君） 

 休憩中の会議を再開します。 

 次に、松石健児議員の一般質問を行います。松石健児議員。 

○３番（松石健児君）（登壇） 

 皆さん、こんにちは。本日最後になります、３番議員の松石です。 

 まずもって、傍聴者の皆様におかれましては、午後の大変お忙しいところに議場のほうま

で足を運んでいただきまして、誠にありがとうございます。最後までお付き合いのほど、よ

ろしくお願いいたします。 
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 それでは、通告書に基づき、今回は３つの事項について質問させていただきます。 

 まず、質問事項１、高島団地内の山下川にガードレールの設置をということで、平成31年

３月に発行された基山町洪水ハザードマップにおいて、最大規模の降雨が発生し、秋光川、

山下川が氾濫した場合、高島団地を含む第11区の居住地域のほとんどが浸水想定区域に含ま

れます。また山下川ののり面は高く、人や車が転落した場合の危険性が非常に高いと思われ

ます。安心安全なまちづくりの課題の一つとして、早急な対応を望んでおります。 

 そこで、⑴基山町洪水ハザードマップにおいて、第11区内が浸水した場合、想定される範

囲と最大の水深はどの程度でしょうか。 

 ⑵ガードレール（道路用防護柵）の設置基準はあるのでしょうか。 

 ⑶山下川の未設置箇所にガードレールの設置ができないでしょうか。また、令和３年度か

ら予定している公共工事の短中長期計画等で検討するような案件になるのでしょうか。 

 続きまして、質問事項２、町道秋光・久保田線と荒籠線の丁字路に押しボタン式の信号機

の設置をということで、これは町道秋光・久保田線といいますのは、11区でいいますと、ド

ラッグストアコスモスからマックスバリュの前のいわゆるけやき通りというところですけれ

ども、そこの部分と荒籠線は国道３号線からやよい軒という食堂のところを曲がりまして、

スーパーマックスバリュとドラッグストアモリの間を通って抜けてくる丁字路のところを指

しますので、よろしくお願いいたします。 

 近年、町道秋光・久保田線の第11区付近には様々な商業施設が開業してきました。それに

比例して、道路の交通量も増加してきていますが、歩行者が安全に横断する環境が整ってい

ないと感じております。 

 そこで、⑴町として近年、この付近の道路交通量の調査を行ったことがあるでしょうか。

あればその調査結果は。 

 ⑵町として信号機の設置基準はありますでしょうか。 

 ⑶町道秋光・久保田線と荒籠線の丁字路に押しボタン式の信号機を設置できないでしょう

か。 

 最後に、質問事項３、基山パーキングエリアの有効活用と駐車場の設置をということで、

町は現在、高速道路、基山パーキングエリア（以下、基山ＰＡ）上り線に基山ふるさと名物

市場を設置し、町の特産加工品や農産物などを販売されています。近隣にはエミュー牧場も

あります。この基山ＰＡは、ウェルカムゲート、高速道路を利用せずに基山ＰＡを利用でき
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るように一般道から入れるようにした出入口のことですけれども、このウェルカムゲートも

あり、見方によっては町の商業施設・憩いの場の一つと考えることもできます。昨年の町道

白坂久保田２号線の開通により利便性も高まっています。町民への利用価値を高められない

でしょうかということで、⑴「基山ふるさと名物市場」の納入業者の反応は。 

 ⑵町として基山ＰＡの利用促進を推奨したことはありますでしょうか。 

 ⑶ウェルカムゲート付近の農地等の一部を駐車場として活用できないでしょうか。 

 ⑷定住促進の魅力の一つとして紹介できないでしょうか。 

 以上、分かりやすい答弁をよろしくお願いいたしまして、１回目の質問を終わります。 

○議長（品川義則君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君）（登壇） 

 松石健児議員の一般質問に答弁させていただきます。 

 まず、１、高島団地内の山下川にガードレールの設置をということで、⑴が洪水ハザード

マップにおいて、第11区内が浸水した場合、想定される範囲と最大の水深はということでご

ざいますが、第11区の中で比較的高台となっている夜水、それから金丸を除く地区の浸水が

想定されているところでございます。また、その最大の水深は50センチメートル以上３メー

トル未満とされているところでございます。 

 ⑵ガードレールの設置基準はあるかということでございますが、町のガードレールの設置

基準はありませんが、道路の構造の一般的な技術基準を定めた道路構造令等で防護柵につい

て定められており、車両用の防護柵の設置については、道路の線形条件などにより必要な区

間には防護柵を設けることとなっているところでございます。 

 ちょっと補足しますと、車道、要するに道の防護柵とかは補助メニューとかがあるんです

けれども、川の防護柵がなかなかなくてですね。だから、河川でやってくれるのがなかなか

ないんですよね。だから、そこら辺が非常にどこでもつけられる要望を出して、あとそれに

うちが裏負担つければいいという感じになかなかならないので、そこら辺がちょっと難しい

ところではあるんですけれどもですね。 

 ⑶山下川の未設置箇所にガードレールの設置ができないか。また、令和３年度から予定し

ている公共工事の短中長期計画等で検討するような案件になるかということでございますが、

まさにガードレールの未設置箇所、並行して今いろんなところから出てきて、具体例を言え
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ば高原川、伊勢前のところから行く高原川についても、ＷＥＢ町長室で要望が来ていたり、

もうとにかくかなり多くのところから河川絡みのやつが来ているので、これは当然ながら今

回の公共工事の短中期計画等で工事の優先順位、まずはこの河川のガードレールの基準みた

いなものをつくって、そこから優先順位を出していかなければいけないんだろうなと今考え

ているところでございます。安心安全に関わるものなので急いでやりたいとは思っているん

ですけれども、なかなか正直難しい、ハードルが高いとは言いませんけれども、難しい話な

ので、頑張っていきたいと思っているところでございます。 

 ２、町道秋光・久保田線と荒籠線の丁字路に押しボタン式の信号の設置をというふうなそ

ういうことなんですけれども、⑴町として近年この付近の道路交通量の調査を行ったことは

あるか、あれば調査結果はということで、たしか高島団地だとあっちの弥生が丘のところの

丁字路は交通量調査をやらなかったっけね、昔ね。あそこぐらいはやったんですけれども、

あの付近結構、今御指摘のところ以外にも、その隣の道のところ、さらに弥生が丘のほうに

行く道のところ、さらに弥生が丘から来るところの丁字路と４つぐらい希望が今まで実は信

号があっているんですけれども、希望と同時にそこに造ってもらったら困るという意見もそ

れぞれ来ているので、ここにつきましてはまだ当たっておりませんので、そういうことは分

からないんですけれどもですね。私もよくここは通る道でございますので、実際、ここの部

分の交通量調査は行っておりません。ただ、すごく家が増えてきたりしておりますので、こ

れからまたコスモスの裏に家ができたりすると通り抜けするような人たちも増えてくると思

いますので、ちょっとどうするか考えなければいけないですね。 

 ⑵町として信号機の設置基準はあるのかということですが、信号機は佐賀県の公安委員会

と警察で信号機の設置指針が公安委員会にあって、警察と一緒にそこを決定しているという

感じなんですけれども、佐賀県警本部の中に設置されているので町としての設置基準は当然

ながらありません。町が設置しなさいと言っても、県警に持っていってひっくり返ったらそ

れまでの話なので。ただ要望等が出てきたものに対しては、今も幾つか要望が出ている部分

がありますので、そういうのはきちっと伝えるようにしているところでございます。 

 ⑶それで、ここの町道秋光・久保田線と荒籠線の丁字路に押しボタン式の信号が設置でき

ないかということで、信号機の設置については、佐賀県の公安委員会で決定されますので、

町としてはまずは交通量調査を町としてやって、地元の方々で反対する人がいないかどうか

というのも大事なところなので、近くの人が一人でも反対すると、これは警察は信号機をつ
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けられないような感じなんですね。そういう感じになっているところで、今後、当然皆さん

からの要望があるんだったら、佐賀県の県警本部に要望していきたいなと思っているところ

でございます。もちろん、交通量のある程度の最低ラインみたいなものはあるので、ちょっ

と宙には覚えていませんけれども、その辺りをクリアしていることが前提にはなると思いま

す。 

 あとは、とは言いながら、実はもうここではっきり言っておくと、今とにかくけやき台の

点滅信号を一般化するというのに物すごく今力を入れているので、これに丸がついたらまた

早速次に行きたいと思っています。もちろん一緒にやっていくというのも大事です。一緒に

せえので全部やっていくのもあれですけれども、やっぱり順番というものがあるでしょうし、

県警のほうもいろいろあると思いますので、まずこれを完璧なものにして、あそこを早く一

般化してから次の信号に行きたいと思っています。今のところ信号は幾つかありますけれど

も、国道も今希望が出てきたりしていますので、そういったところも含めて順番は決めませ

んで、この方向はちゃんと県警と相談していきたいと思います。あと、大事なのは地元の方

の、特に近所の方のお話なので、ぜひその辺のところも近所の人の合意も固めていく必要が

あるんではないかと思います。 

 ３、基山パーキングエリアの有効活用と駐車場の設置をということでございますが、 

⑴基山ふるさと名物市場の納入業者の反応はということで、町道白坂久保田２号線の開通に

より、ふるさと名物市場までの経路が分かりやすくなって時間も短縮されて便利になったと

いうことで、喜ばれていると思っているところでございます。 

 ⑵町として基山パーキングの利用促進を推奨したことがあるのかというふうな、そういう

ことなんですけれども、最初にちょっと前提として申すと、あそこは基本、ＮＥＸＣＯ西日

本高速道路に言わせればあそこは高速道路の休む場所であるので、その前提は翻らないんで

すよ、地元が使われようとしても、その前提は翻らないのですよ。あそこから出たり入った

りすることを全面的にやることをＮＥＸＣＯとしては望んではいないんですよ的なのが、ま

ずはＮＥＸＣＯの本論の考え方です。 

 ただ、我々はせっかくあるあそこの地域資源を生かそうとそういう気持ちでいっぱいでご

ざいますので、名物市場も置いているというそういうことなので、そこら辺りのところは非

常にまずはデリケートだということを御理解いただいた上で、これまでも高速道路、基山パ

ーキングエリアの集客力を生かして町のＰＲイベントとして特産品を集めた物産市を開催し
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たことも実はあります。そして、基山町の魅力を町内外に発信するなど、重要な発信拠点と

して利用促進を図ってきたところであります。１日間とか２日間の臨時イベントなら比較的

やらせていただけます。常設店は絶対建てられないと。今のだから名物市場は常設店ではな

く、テントでの仮設店、毎日閉じる。だから、常設店ではないと、そういうことで認めても

らっているということで御理解いただければと思います。 

 今後も、ふるさと名物市場からの魅力的な発信を含めた基山パーキングエリアの充実した

店舗の利用促進と町の情報発信に努めて、コロナ禍のある程度の収束の見通しが立てば、ま

た町の特産品を集めたようなイベントを開催していく。もちろん、申請をＮＥＸＣＯにして

からということになりますけれども、そういったことも含めて検討していきたいと思ってい

るところでございます。 

 ⑶ウェルカムゲート付近の農地等の一部を駐車場として活用できないのかと。ちょっと今、

実はそこがすごく問題になっておって、すごい車が止まっています。いつ行ってもあそこは

止まっています。議員さん中のどなたかの農地がその前にあるところに、前にばあっと本当

にもう毎日、ある一定の時間かなと思っていたら、本当にずっと止まっていますね。だから、

そもそも駐車場が足りないんだと思いますね。それで、あんなことだったら基山町の町民の

人たちが、あの５台ぐらいある駐車場に止めるのはなかなか難しいかなと思っています。下

りの駐車場は実は相当数あるんですけれども、上りがほとんどないんですね。 

 だから、その辺のところはこれからＮＥＸＣＯとも話していこうと思っていますけれども、

まずはだから交通渋滞のもとになっているということを、今そっちのほうを心配しておりま

す。高速道路上り線の基山パーキングエリア西側の通用ゲート付近の道路は、時間帯により

パーキング利用者の駐車がある状況です。まあ、これは時間帯によりと書いていますが、実

際はもうずっとですね。それで、これはパーキング利用者だけではないかもしれないです。

ちょっとそこは分析しないと分かりませんけれどもですね。 

 それから、ゲート付近に駐車場があれば、多くの町民が車でパーキングエリアを訪れるこ

とができて、ふるさと名物市場を含めたパーキングエリア内の店舗が活性化するとともに、

基山パーキングエリアを有する基山町の魅力のさらなる向上につながることが期待されると

いうふうに思います。基山町で自由に利用できる基山パーキングみたいな感じになれば本当

にすばらしいことだと思います。 

 ただ、一方で、周辺の土地に駐車場を設置して維持していくことは、例えば町で維持する
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ということになれば、町で借りたり買ったりしなければいけませんし、それから、それの整

備、駐車場の今度はいろんな機器とかの整備もしなければいけないので多くの予算が必要と

されることから、まずは上り線の基山パーキングエリア内の未利用地がないこともないので、

そこの活用を含めてＮＥＸＣＯ西日本と協議を行っていきたいと考えています。既にもう着

手はしております。ただ、先ほど言ったように非常にデリケートな問題なので、あまり前の

めりにならないような形で協議をしていきたいなと思っております。 

 ⑷は、定住促進の魅力の一つとして紹介できないのかということですが、基山パーキング

エリアは、交通結節点として、高速バス等の利便性を生かした九州各地へのアクセスのよさ

が特徴で、福岡都市部にも短時間で通勤・通学をすることができるなど、基山町が定住地と

して選ばれる魅力の一つとなると考えられますので、今後もふるさと名物市場からの魅力発

信を含めた基山パーキングエリアの充実した店舗の利用促進と町の情報の発信に努めて、コ

ロナ禍の収束の見通しが立てば、町の特産品等を集めたイベント等を開催することにより、

基山町に存在するパーキングエリアとしてアピールしていきたいと考えているところでござ

います。 

 最後に、ちょっとあそこを思い浮かべていただくと、高速バスの利用者は、パーキングが

利用できない仕組みになっています、普通にはね。それで分かるように、あそこはそういう

場所ではないんだというそういう関係者のメッセージがあそこには込められていると思いま

す。もちろん、危ないところを渡っていけば行けますよ。だけれども、直接バス停からパー

キングのそれこそお店に行くことができない、そんな経路になっておりますので、そういう

ことから見ても、あのパーキングがいかに複雑な状況にあるかということはぜひ御理解いた

だいて、ただせっかくのもうこんなパーキングは九州にもほかにないと思いますので、上手

に今からまたＮＥＸＣＯと交渉をさせていただきたいと。今回、逆に一般質問で少し勇気づ

けられた感じがいたしますので、結構どうしようかなと思っていたんですけれども、これを

きっかけにまた少し交渉を始めたいなと思っているところでございます。 

 以上で一度目の答弁を終了させていただきます。 

○議長（品川義則君） 

 松石健児議員。 

○３番（松石健児君） 

 それでは、２回目の質問に入らせていただきます。これより一問一答でよろしくお願いし
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ます。 

 何か町長にある程度回答をいただいたような感じで、ちょっと拍子抜けしたところもあり

ますけれども、まず１番の高島団地内の山下川にガードレールの設置をということで、⑴基

山町洪水ハザードマップにおいて、第11区内が冠水した場合に想定される範囲は、字夜水と

字金丸を除く地区に浸水が想定され、その最大の浸水は50センチメートルから３メートル未

満ということで、これは11区内一律に50センチメートルとか2.5メートルになるとかという

ことではなくて、地域によってまちまちということもありますけれども、ハザードマップを

見ると、この範囲内に収まるところが大体８割から９割が浸水地域になると思われますが、

そういう認識でよろしいですか。 

○議長（品川義則君） 

 熊本総務企画課長。 

○総務企画課長（熊本弘樹君） 

 今、議員おっしゃったとおり、その程度が浸水ということでハザードマップ上では想定を

されておるところでございます。 

○議長（品川義則君） 

 松石健児議員。 

○３番（松石健児君） 

 今おっしゃられたように、非常に広範囲の部分がこれだけの降水量があった場合には浸水

されるというところで、この浸水基準というのは、秋光川流域の６時間の総雨量が621ミリ

の降雨により浸水が想定されるということだと記載されていると思っております。ただ、最

近の基山町で物すごく降ったという事例でいくと、１時間に30ミリぐらいがあったと思いま

す。これが30ミリ同じように６時間ですると180ミリですから、この記載されている621ミリ

というのはこの30ミリが６時間降った180ミリよりも3.5倍ぐらいということで、なかなか日

常で降るような降雨量ではないということはある程度推測できるんですけれども、ただ昭和

38年の６月の豪雨では、鳥栖地区の24時間の降水量で236ミリのときに秋光川ほか多くの基

山町内の河川が氾濫して、このときに高島団地11区辺りが冠水しているという歴史がありま

す。 

 あれから、私の家の秋光川沿いもそうなんですけれども、その洪水対策としていろいろ行

っていただいたとは思うんですけれども、これが仮に621ミリではなくて、180ミリ程度でも
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長雨あるいは台風が、悪条件がそろうと、山下側もある程度氾濫することも可能性としては

考えられると思いますけれども、そういうことは考えられますでしょうか。 

○議長（品川義則君） 

 熊本総務企画課長。 

○総務企画課長（熊本弘樹君） 

 どれぐらいを想定するかというところではあると思いますけれども、特に今のところこの

想定した雨量でいくと、山下川のほうがやはり河川の幅員というか、それが狭うございます

ので、そちらの確率のほうが高いのかなというふうに思っております。秋光川については、

対照的に河川の幅員も相当広うございますので、どちらかというと浸水し出すとすれば山下

川の確率のほうが高いのかなというふうな状況だと考えております。 

○議長（品川義則君） 

 松石健児議員。 

○３番（松石健児君） 

 おっしゃるように、山下川は若干幅員が狭くて、水がある程度上がってくるとスピードも

結構速いんですよね。ちなみに定住促進課の亀山課長に伺いますけれども、11区の人口と世

帯数を教えてください。 

○議長（品川義則君） 

 亀山定住促進課長。 

○定住促進課長（亀山博史君） 

 11区の人口ですけれども、令和３年１月末で1,871人、世帯数806世帯でございます。 

○議長（品川義則君） 

 松石健児議員。 

○３番（松石健児君） 

 大体御存じの方もいらっしゃるかと思いますけれども、基山町の約１割がこの11区内に居

住されているということで、基山町洪水土砂災害ハザードマップを作成した後、いろいろ防

災訓練は先ほど２区の防災訓練のこともお話しされましたけれども、いろいろと町のほうで

も実施、そういうので検討はされていると思うんですが、実松川のその河川拡張工事等は少

しずつ進んでいるんですけれども、この11区のこれだけ多くの居住者が住んでいるところに

秋光川から南、そして真ん中に山下川が流れているというところで、多くの方が避難される
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場合に、このいずれかの河川を横断、あるいは両岸を通って避難する可能性が高いというこ

とですね。この山下川の危険性については、今後どういう対処をしていくかという計画は、

その地域防災計画等では特に考えられていらっしゃらないんでしょうか。 

○議長（品川義則君） 

 熊本総務企画課長。 

○総務企画課長（熊本弘樹君） 

 特にそういった想定というのはしておりませんけれども、ちょうど八ツ並線と秋光川が交

差するところにちょうど佐賀県の水位計がありますので、この水位計をにらみながら山下川

も同じような状況にあるというところの想定の中で、そういった水位を常に観測をさせてい

ただきながら、例えば避難の促しであったり、そういったところの判断をさせていただいて

いるという現状でございます。 

○議長（品川義則君） 

 松石健児議員。 

○３番（松石健児君） 

 今、基山町のハザードマップの31ページに、避難の仕方が書いてあります。歩ける深さは

平均約50センチメートルというふうに、避難経路というところですね、31ページ。今、資料

としてお配りしている国交省の資料なんですけれども、これは平成28年４月に国交省の水管

理・国土保全局のほうから、水害ハザードマップ作成の手引きということで、0.5メートル、

50センチメートルの水深でも大人の避難が困難になっているということで、上の写真は平成

24年の矢部川水系の川が氾濫したときの写真で、ちょっと見えにくいかもしれませんけれど

も、ガードレールが右上の斜めに、軽自動車の上のほうに右肩上がりでついているのが分か

ると思います。これは何を言いたいかというと、50センチメートルぐらいでの避難というこ

とが書いてあるんですけれども、非常に50センチメートルぐらいになると困難になってくる

と。その際の目安になるのはガードレールのポールの一番高いところ、普通の一般的なガー

ドレールで70センチメートルぐらいで、このガードレールの上端辺りが60センチメートル前

後ということで、避難の目安にもなりますし、これぐらい来ると危険だよということもある

程度判断できると思っております。 

 こういう防災の面での、逃げる際も基山町のハザードマップにはついていないんですけれ

ども、電柱あるいはガードレールを目安にして河川に落下しないように避難するということ
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もいろんな自治体の避難経路のところに書かれてあったり、神埼市のほうでは防災さんぽと

いうことで、ふだん防災リュックを背負って危険箇所を回るときに、ガードレールあるいは

電柱とか、指針となるところを見ながら避難経路を自分なりに探してみましょうというよう

なものもあります。そう意味で非常に役割を果たすと思いますし、また夜間とか御高齢の方

が避難されるときにうっかり転落することも防げる。あるいは河川から倒木とかが流れてき

たときに道路への侵入を阻止してくれる。いろんな効果があると思います。 

 そういう部分で、やはり高島団地の山下川付近でまだ設置されていないところがかなりあ

りますけれども、そういった対策は打てないんでしょうか。 

○議長（品川義則君） 

 古賀建設課長。 

○建設課長（古賀 浩君） 

 まず、ガードレールのお話ですね。道路管理を担当しています建設課のほうから回答させ

ていただきます。 

 私どもが先ほどの第１回目の町長からの回答にあったように、今後全体の中を見て公共工

事の長期計画等を検討するように、令和３年度で行うようになっておりますので、そういっ

た中で地形の条件とか、それぞれやはり特徴があると思いますので、その辺の優先順位を検

討したいと思っております。 

○議長（品川義則君） 

 熊本総務企画課長。 

○総務企画課長（熊本弘樹君） 

 防災面で申しますと、先ほど議員がおっしゃったような形の、要は避難するときの水位で

あったり、高さの判断基準になるということでは非常に有効だと思っております。今のとこ

ろ、この高島団地付近で50センチメートルから約３メートル程度というところもございます

ので、特に浸水をしてからの避難ということではなくて、私どもとしてはあくまでも浸水す

る前に避難をしていただきたい。そういった避難を促す必要があると思っていますし、あわ

せて、もしそういった浸水をしてきた状況であれば、特に２階建ての家とかであれば、一般

的に言われています２階への避難、いわゆる垂直避難をお願いできればと考えているところ

でございます。 

○議長（品川義則君） 
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 松石健児議員。 

○３番（松石健児君） 

 理想的にはそうなんですけれども、実際の昨年の７月豪雨等で熊本県の球磨村、人吉市、

あるいは芦北町、それからその前の朝倉市の豪雨あたりでも、町としてはそういう手順を踏

んで避難指示を出す、避難勧告を出すということはありますけれども、実際にやっぱり避難

に遅れる方、あるいは避難していて被害に遭われる方って非常に多いところがあるんですよ

ね。だから、予防消防と言われるのと同じように、やはり予防防災という観点からそういう

部分についての対策を打つというのが必要ではないかなと思っておりますし、今後、松田町

長の来年度の思いというところでは、急傾斜地の危険箇所の整備に新たな補助金を設立する

ようなことも考えられているということで、それは予防としての防災だと思っておりますの

で、そういう観点から見ていただきたいと思っておりますけれども、町長、その辺はいかが

ですか。 

○議長（品川義則君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君） 

 まずは、ふんだんに予算が、町全体の財政力があるわけではないので、安心安全の確立を

どうしても考えなければいけないかと思っています。より危ないところから整備していくと

いう形になると思います。一番危ないのは、やっぱり基山町で考えた場合は急傾斜地の下に

家があって土砂災害と、それに川がついているというやつが一番危ないということで、まず

ここは今度提案させていただいているので、また今回審議していただくということになると

思います。それから、あとここについていうと、今ほかの川のガードレール、柵がいろいろ

出てきているところは多くは、ここはそうかどうかは分かりませんが、通学路なんですよね。

そして、そうなってくると何が意味があるかというと、ここからが川でここからが道という

のがその柵で分かるんですね。 

 基山町で特に11区でその２階によって流されることは、ゼロとは言いませんが、確率的に

はほとんどないと思いますけれども、ただ急激に雨が降ったときに、子供たちとかがそこを

歩いて帰っていて川に誤って入り込むというのが一番危険なので、見たら例えば20センチメ

ートルぐらいでももう分かんないからですね。20センチメートルぐらい水がたまったら、川

か道かはもう分らないので、きゃっきゃ言いながらその道を歩いていっているときに、何も
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ないと結局川のほうに入り込んでいく。これはもう非常に危険で、それは川だけではなくて、

側溝も同じことなんですよね。だから、今我々が次にやらなければいけないのは、そういう

道の中で特に川も側溝もまずは子供たちが誤って落ちそうなところ、そういう危険性のある

ところから着手していくことが必要なんではないかなと思っていますので、その辺の議論を

またやっていきたいと思っています。 

 それから、それ以外にも危ない話のところはいろいろまだございますので、あくまでも今

申し上げたのは急傾斜地の話と通学路の話でございますけれども、そういったところをきち

んと整理していきながら、優先順位をつける。つけるための基準的なものをつくって優先順

位をつくって、それを皆さんに公表して順番にやっていくというふうなそういう流れを令和

３年度にはきちっとつくらせていただきたいと思っているところでございますので、いろい

ろな御意見もいただきながらこういうのはつくっていったほうがいいと思いますので、ぜひ

いろんな意見をいただければと思っているところでございます。 

○議長（品川義則君） 

 松石健児議員。 

○３番（松石健児君） 

 人口が少ないところに住まわれている方の命が軽くて、人口の多いところに住んでいる、

例えば団地内の人が亡くなるほうが重いとかそういうことは全く思っておりませんので、私

も思っていませんので、ただやはり被害が甚大になるということを考えると、そういった地

域にある一定の対策を取るということは私も大事だと思いますし、さっき町長言われました

けれども、例えばこの荒籠線の前のころころ保育園の駐車場がありますけれども、そこの角

のところはガードレールがないんですよね。だから、そういうところも含めても、もうちょ

こちょこ、ちょこちょこ増やすぐらいな一体的な安全対策としてやっていただきたいという

ことをお願いして、私のそのガードレールについては質問を閉じます。 

 次の町道秋光・久保田線と荒籠線の丁字路に押しボタン式の信号設置をということで、交

通量調査は行っていらっしゃらないということですけれども、令和元年度からの事故の状況

についてはいかがでしょうか。 

○議長（品川義則君） 

 毛利住民課長。 

○住民課長（毛利博司君） 



- 221 - 

 今、議員言われました秋光・久保田線と荒籠線の交差点での事故の状況です。一応、鳥栖

警察署に私のほうから確認を取ったところでございます。令和元年中、物損事故が２件、そ

れから令和２年中、人身事故が１件と、物損事故が１件、合わせて２件、今現在令和３年中

については事故等は発生しておりません。 

○議長（品川義則君） 

 松石健児議員。 

○３番（松石健児君） 

 ほかの交差点といいますか、例えばけやき台の今点滅信号があるところ、それと新たにで

きた久保田２号線ですかね。それと、12区のセブンイレブンの西側にある押しボタン式信号、

あの辺の事故の件数はいかがですか。 

○議長（品川義則君） 

 毛利住民課長。 

○住民課長（毛利博司君） 

 今、３か所でございますけれども、まず白坂久保田２号線と三国・丸林線、新しく信号機

設置ができたところでございますけれども、まず点滅信号のほうから報告させていただきま

す。点滅信号につきましては、令和元年中はゼロ件ですね。令和２年中、車同士の物損事故

が１件、それから令和３年中になりまして、同じく車同士の物損１件発生しております。続

きまして、白坂久保田２号線と三国・丸林線の交差点ですね。この部分ですけれども、令和

２年中からまた令和３年中現在まで事故発生はありません。最後に、セブンイレブンが南側

の今言われました押しボタン式のところの信号でございますけれども、ここにつきましては、

令和元年中から令和３年現在まで事故の発生はしておりません。 

 以上です。 

○議長（品川義則君） 

 松石健児議員。 

○３番（松石健児君） 

 セブンイレブン西の12区のところは押しボタン信号がついたおかげで事故がないのか、交

通量が少ないからないのかというのは、はっきりはちょっと私も分かりませんけれども、こ

のほかのところから比べても、この荒籠線の丁字路のところは、令和元年、令和２年に２件

ずつ、それも１つは人身が起きているんですよね。あわせて、あそこは道路に面していると
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ころで１件は個人宅がありますけれども、３件の店舗からすると、４か所出入りがあって、

その間にドラッグストアコスモスの前に丁字路の今時間で変わる信号機があります。そこで

も事故は起きたことが、ちょっと私いつか分かりませんけれども、去年かおととしぐらいに

物損、あるいは人身の事故が起きていることも、データがなかったらいいです。非常に出入

りが多い、止まったり進んだり曲がったりが非常に多い箇所なんですよね。 

 たまたまちょっと私、昨日改めてもう一度この交差点に信号設置ができるかどうかという

ことで、今町方面、鳥栖方面から駅方面に向かってこの秋光・久保田線を通ったとき、たま

たま本当にこの横断歩道で女性の方が立って横断されようとしていました。私は当然止まっ

て対向車が来るのを待って歩行者が渡るのを待っていたんですけれども、私が止まっている

間に６台通過しました。若干女性の方が少し遠慮気味に下がっていたので、渡るのか渡らな

かったのか分からなかったということだったのかもしれませんけれども、どういう感覚で過

ぎていかれたのか私も分かりませんが、そういう状況でした。 

 私、朝の立ち番をこれは秋光川の高島橋のところで立たせてもらったりしていますが、そ

こでも横断歩道の旗を渡して止めようとしても、それでも通過していく車。あそこが時速40

キロの走行規制があるんですけれども、ほぼ皆さん50キロ前後で走られている。そういった

非常に交通量も多い上になかなか横断歩道で止まっていただけないというふうな状況だと私

は思いますけれども、毛利課長、交通量、あるいはその辺の感覚的にどうですか。事故はほ

かのところと比べて多いですか。今、大体交通事故の件数は減ってきて、基山町の中でもそ

んなに大きな事故というのはめったに起きないと思うんですけれども、これだけ２年間のう

ちに４件も事故が、それも１つは人身が起きていて何の対策も取っていないということはち

ょっと私は問題だと思うですけれども、さっきの２つの質問、御回答お願いします。 

○議長（品川義則君） 

 毛利住民課長。 

○住民課長（毛利博司君） 

 まず、議員おっしゃいました状況を、私もそこの秋光・久保田線、それから荒籠線の丁字

路については、特に朝、車は飛ばしていると認識をしているところでございます。特に通学

路にもなっておりますし、７区からの通学する子供たちの見守り活動と安心な町づくり推進

協議会の委員の方々数名の方で子供たちを安全に誘導はされているのを認識はしております。

まず、朝と夕方の時間帯、特に車の通行量も多いというふうに感じているところでございま
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す。 

○議長（品川義則君） 

 松石健児議員。 

○３番（松石健児君） 

 安全の町づくり推進協議会とか、７区の見守りの方とか立たれている。それだけ危ないと

思われているからそこまで来て安全対策を取られているんですよね。もう一つ、私もその横

断歩道に信号機の設置をしてほしいという要望があった理由としては、人口的なデータもま

た亀山定住促進課長に出していただきたいんですけれども、65歳以上の高齢化率が高い順番

を３つと、65歳以上が多い各行政区をそれぞれ上げていただいてもよろしいですか。 

○議長（品川義則君） 

 亀山定住促進課長。 

○定住促進課長（亀山博史君） 

 行政区別人口の集計表が毎年３月末に集計されますので、令和２年の３月末の数字で回答

させていただきます。まず、高齢化率でございます。これは区の人口に対する65歳以上の高

齢者の数でございますので、多いからどうという話でなく、全体のパイがそれぞれの区で違

いますので、そういった形で聞いていただければと思います。 

 まず、高齢化率、高齢者の率が高い区が、まず一番高いところが第２区でございます。そ

れから、２番目が第12区、３番目が第10区ということで、いずれも高齢化率が40％を超えて

いるというような形になります。 

 一方で、高齢者の数でいいますと、こちらも昨年の３月末ですけれども、65歳以上の高齢

者の方が多い行政区、一番多いところが第11区でございます。こちらは542名、高齢者の方

がいらっしゃいます。２番目が第９区、460名、そして、３番目が第17区というような形で、

17区は457名ということで、高齢化率と高齢者の数というのは比例しないところはございま

す。これは先ほども言いました母数が違いますので、一概に率が高いところがどうという話

ではございませんので、そういった形で回答をさせていただきます。 

○議長（品川義則君） 

 松石健児議員。 

○３番（松石健児君） 

 高齢化率を参考までに出していただいたんですけれども、高齢者が一番多い行政区は11区
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なんですよね。もちろん人口も９区の次に多いんですけれども、65歳以上の高齢者は９区よ

りも82名も多いんですよ。それだけ11区は高齢者が多い地域でもありますし、人口が多いと

いうことはこれからもある程度一定量の高齢者、65歳以上の人口をキープして移行していく

ということです。なかなか私もちょっと前までこれは知らなかったんですけれども、若い方

も多くいらっしゃるんですが65歳以上が非常に多いということで。今後、高齢者の自主免許

返納等が増えてきたり、車両によっては安全装置がついたような車も普及してくるのかもし

れませんけれども、同じように高齢者の運転者もまだこれから増えてくるんですよね。です

から、交通事故で今まで想定していなかったような事故が起きてくる可能性もありますし、

横断歩道を渡っている高齢者を運転している高齢者が気づかなかったというようなことの事

例も多少若い方が運転するよりも増えてくるんではないかなという気もしております。 

 そういうところで、これからやはり11区というと買物も近いし、駅も比較的近い平坦な地

域で、勾配もあまりないので住みやすい地域ということで少し中山間地の方からするとぜい

たくな悩みだというところを言われることもあるかもしれませんけれども、やはりそれだけ

交通量が多いところを歩いてこられる方がいらっしゃれば１区、２区の方とか、ほかの方で

もあそこを横断するときはいずれかの横断歩道、あるいは交差点を使われると思いますので、

ぜひその辺を御検討いただければと思います。 

 ちょっとまた後ほど回答を求めますけれども、町として信号機の設置基準はあるかという

ことですけれども、これは回答は分かります。ただ、それはそうでしょうけれども、どのよ

うな事案が上がったら町として設置を検討するかと。例えば死亡事故、あるいは重大事故が

発生したときにとか、地元の区長からの要望が上がったときに検討するとか、私は先ほどの

事故事例を含めて、町がどちらかといえば地元のほうに提案をしてもいいぐらいの案件では

ないかなと思っておりますけれども、その辺はいかがですか。 

○議長（品川義則君） 

 毛利住民課長。 

○住民課長（毛利博司君） 

 今、議員おっしゃいましたように、当然事故等があればそこにはもう必要と考えておりま

すし、当然事故があっては遅いと考えておりますので、そこを町としては交通量調査等をし

ながら、あとまた地域の方と協議をしながら、もちろん警察とも協議をしながら進めていき

たいと思っております。今、信号機の設置基準につきましては、いろいろ全てに該当しなけ
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ればいけない必要要件であったり、そのほかにも宅地要件等があります。ただ、その条件だ

けではなくて、信号機を新設する場合には、住民の反対意見があったりとかそういったこと

があるとなかなかできない場合もありますので、道路の構造上も含めたところで総合的に考

えて、もう安心安全をまず第一に考えて担当課としては要望していきたいと考えております。 

○議長（品川義則君） 

 松石健児議員。 

○３番（松石健児君） 

 ある程度、ここまで私が質問しているんであれば、管轄である鳥栖警察署にも見解を聞か

れていると思いますけれども、その辺りはいかがですか。 

○議長（品川義則君） 

 毛利住民課長。 

○住民課長（毛利博司君） 

 ここの秋光・久保田線と荒籠線の丁字路ですね。鳥栖警察署のほうに信号機設置の協議を

実際に行っております。交差点付近には、高島団地から山下橋に出てくる２路線が一つあり

ます。まず、一時停止線を設置する場合に、信号停車の車両からまずその信号機が確認でき

る場所、そこにまず一時停止線を設置する必要があるとなっております。その場合に、高島

団地から出てくる先ほどの山下橋の２路線、ここが一時停止線の位置よりも交差点内に信号

機の柱の位置にもよりますけれども、入ってきた場合に、その設置した信号機だけではその

車等の誘導ができない可能性がある非常に危険であるということも協議はさせていただいて

おります。まず、停止線の外にまず、停止線もそうですけれども、信号機の電気が引けるこ

と、そのほか信号機の柱が実際設置できることなど、確保できるかなど、整備するための環

境整備の部分も実際必要になってはくると思います。しかし、この交差点の現状については

先ほど申しましたように十分認識はしておりますので、警察との協議は今後重ねながら、町

としても先ほど言いましたように交通量調査、それから地元の方との協議をして、そしてま

た緊急性とか必要性を考えて警察のほうには要望しなければいけませんので、そういった考

えを基に進めていければと考えております。 

○議長（品川義則君） 

 松石健児議員。 

○３番（松石健児君） 
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 実際、少し話を進めていただいているということは何となく分かりましたけれども、電気

引けるかなんて、引けるでしょう、あそこはね。それぐらいのことは可能だと思います。あ

とは地元の方との協議が必要になってくるとは思いますけれども、ぜひ今後とも前向きに御

検討していただきたいと思います。 

 あと、前々からほかのところでも話をしているんですけれども、せっかく11区の区長も見

えられておりますので、その真ん中を走る鎌浦のほうから来ている60キロから急に30キロに

なって、高島団地、北高島サングリーンを走っているところ、あの辺がスピードをなかなか

落とさないということで、入り口のところの30キロの表示を分かりやすくしてほしいとかそ

ういうことがありますけれども、その点の進展はあるのかということで、私のほうからもけ

やき台でも出ていましたけれども、ドラッグストアコスモスの前の信号機、あそこは名称が

ないんですよね。やっぱり基山町内、場所をいろいろ示すときにある程度交差点の名前があ

ったほうがいいと思うんですけれども、その２点、現在のお考えで結構ですので御回答いた

だければお願いします。 

○議長（品川義則君） 

 毛利住民課長。 

○住民課長（毛利博司君） 

 まず、１点目でございます。11区のほうの交通安全対策の先ほど言われましたコスモスか

ら八ツ並線に抜ける町道高島小原線の速度規制、そこをちょっと早めにしてほしいというこ

とで区長のほうからも受けております。内容としましては、そこに今道路に警察が設置して

おります30キロの規制の表示がございます。ただその表示の位置ですね、八ツ並線からすぐ

車が入ってきたところにちょっと離れた位置にありますので、その位置を移動できればと考

えております。警察との協議ちょっと今後させていただきたいと思います。 

 あと、通学路注意等の看板の設置、それからカーブでスピードを落とさない車もあります

ので、ポストコーンの設置、そういったところで担当課としては速度の規制ができればと考

えているところでございます。 

 あともう一点、信号機への交差点表示でございます。この部分については、町として設置

ができます。ただ警察との協議をしなければいけない分かりやすい表示等、それからつける

場合のいろいろ大きさとかそういったところもございますので、その分についてはまた警察

のほうと協議をしていきたいと考えております。 
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○議長（品川義則君） 

 松石健児議員。 

○３番（松石健児君） 

 記録にも残りますので、ぜひ前向きに検討していただければと思います。これは今回11区

内に絞ってお話ししました。以前はもっと町全体の交通安全について私も質問させてもらい

ましたけれども、11区の安全対策に限らず、全体の安全対策についても今後もしっかりと進

めていっていただければと思いまして、この質問を閉じます。 

 ３番目の基山パーキングエリアの有効活用と駐車場の設置をということで、基山ふるさと

名物市場の納入業者の反応はということで面白い回答をいただいているんですけれども、市

場までの経路が分かりやすくなり納入時間も短縮され便利になったと喜ばれていますと。こ

れはこれで一つの回答だとは承知しております。これちょっと変な質問ですけれども、山本

参事、担当の部下の方にふるさと名物市場に行っていただいて、納入業者の反応はと聞かれ

て、市場までの経路が分かりやすくなって納入時間も短縮されて便利になったと喜ばれてい

ましたと言われて納得されますか。 

○議長（品川義則君） 

 松石健児議員。 

○３番（松石健児君） 

 すみません。それ以外のこと、何か考えられないですか。 

○議長（品川義則君） 

 山本産業振興課参事。 

○産業振興課参事（山本賢子君） 

 今回は、白坂久保田２号線の開通によりということで、そういうことでどういうことがよ

くなったかということで意見を聞いたところでございますけれども、そのほかにふるさと名

物市場ができてということで言わせていただきますと、一つの店舗として野菜や加工品を売

る場所ができたということで喜ばれているということもございます。 

○議長（品川義則君） 

 松石健児議員。 

○３番（松石健児君） 

 おっしゃるとおりですね。例えばＪＡだけではなくて、名物市場内、納入することで町外
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の方への販売が広がっていって、あるいはリピーターの方が増えて生産に張り合いができた

とか、販売ルートが増えたことで生産量を増やすことができ、生産コストを落とすことがで

きたとか、いろいろあると思うんですよね。私はもうどちらかというとそういう納入業者の

方のそういった声を拾い上げていただきたいと思ったんですけれども、せっかくあえて今回

数値を入れなかったのは、去年が新型コロナでいろいろ観光等も厳しい状況が続きましたの

で、あえて数字の提示は望まなかったんですけれども、こういったコロナ禍の中でも生産者

の方が一生懸命頑張ってやられているところにこのふるさと名物市場がそういう拠点として

あればいいなと思っておりますので、ぜひ納入業者の方に対しての配慮をお願いしたいと思

います。 

 ⑵の町としての基山パーキングの利用促進を奨励したことはあるかということで、イベン

トをやられて基山の町内外に情報発信をされて、コロナ禍の収束の見通しが立てば町の特産

品等を集めたイベント等の開催についても検討していきたいということで、さっきもうほと

んど町長が回答をいただいたような感じではありますし、これから新型コロナが収束しない

と何とも言えないところもあるかと思いますけれども、多分私の感覚では、このウェルカム

ゲートというのは結構いろんなところで全国で出てきているというところがあります。 

 一番身近なところでは金立がウェルカムゲートという名称だったかは忘れましたけれども、

ドッグランのところでパーキングの外に行き来したりして、犬を遊ばせたりするようなスペ

ースも造られております。あとは高速を降りて、一旦降りると料金が変わりますけれども、

ＥＴＣで降りて近くの道の駅に行って上ってきても、通過するのと同じような料金で高速道

路を利用できるとか、いろんなＮＥＸＣＯの対策をされていますし、確かにメインは高速道

路を利用する方が円滑にその店舗等を使われるということでしょうけれども、ある程度基山

町の方も活用して、それなりに売上げが上がれば、その交通利用者等に支障がなければ、あ

ちらも多少は検討していただけるのかなと私は思っております。 

 その流れで⑶のウェルカムゲートの農地等の一部を駐車場として活用できないかというこ

とで、これはその近隣の農地、地権者の方がこの会場の中にもいらっしゃるみたいですけれ

ども、地権者の御理解と農転等を行ってやらなくてはいけないということですけれども、最

近、駐車場については、最先端の有料駐車場なりすると、そのゲートもないし、車を止める

ようなタイヤをロックするようなものもなくて、入り口で料金を払うだけというので非常に

支払いをしない人がいないような、そういう安価でできるような駐車場も開発されています。 
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 そういったものを使って、例えば２時間以上使えばそれから料金が発生するというような

ところと業者と提携を組めば、ある程度安価な駐車場等ができるんではないかと思いますし、

この近辺にはカートレースとか、もちろんエミューファームとかありますから、少し足を運

べばあちらにも駐車場ができるんでしょうけれども、水門跡、あるいは今結構皆さんいろん

な方が参加されている、町長も参加されていましたけれども、オリーブ農園とか、あの辺が

一体化、結構これからいろんな魅力ある地域になっていくんではないかなと考えておりまし

て、そういう意味でも白坂久保田２号線が開通したこととこういった駐車場を活用すること

で、観光あるいは基山町の魅力発信をするというところでも非常に有効ではないかなと思っ

ておりますけれども、その辺は山本参事いかがですか。 

○議長（品川義則君） 

 山本産業振興課参事。 

○産業振興課参事（山本賢子君） 

 今、議員おっしゃっていただきましたように、基山パーキングエリアから基山町の山あい

のほうの地域にもいろいろな特産のオリーブ園ですとか、それからキャンプ場などもいろい

ろ施設もございます。また、基肄城のほうにもつながるように整備ができておりますので、

基山町のほうで推進をしております体験型のいろいろな誘客の事業としても取り組んでいけ

ればとは思います。 

○議長（品川義則君） 

 松石健児議員。 

○３番（松石健児君） 

 例えば熊本県の阿蘇辺りでは、牧場の牛あるいはそういった家畜と触れ合って、その後ソ

フトクリームでも食べて、後で肉焼いて食べるとかそういうのもありますよね。そういった

のがあの辺りでいろいろ検討すれば、これから最近はキャンプも非常にはやっていますし、

災害のときにもそういう経験が生かされるということもあって、あと新型コロナでの感染対

策もできるようなイベントというか、レジャーとしていろいろ着目もされていますし、今後

そういうことも考えていただければなと思っております。 

 駐車場に関しては、町長がほとんど回答いただいたんですけれども、山本参事としてハー

ドルの高さというのは、その土地を開発するお金の件もそうですけれども、維持費も含めて

そうですけれども、その辺はどうですか。 
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○議長（品川義則君） 

 山本産業振興課参事。 

○産業振興課参事（山本賢子君） 

 私のほうとしましては、ブランド化の推進ということで、今は基山パーキングエリア内に

あるふるさと名物市場から最大限魅力の発信を行っていくというところを目標にしておりま

すけれども、確かに議員御指摘いただいておりますように、駐車場が足りていないような状

況はございますので、町長からお答えをさせていただきましたように、ＮＥＸＣＯのほうと

早速協議を始めていきたいと考えております。 

○議長（品川義則君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君） 

 ちょっと誤解のないように、金立はハイウェイオアシスというまた別の仕組みでやってい

るので、基山パーキングもハイウェイオアシスにすればいいんですけれども、それはなかな

かＮＥＸＣＯがやってくれないと思うんですよね。だから、そこら辺りはやれることを考え

ていかなければいけないと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（品川義則君） 

 松石健児議員。 

○３番（松石健児君） 

 制度が若干違うのかもしれませんけれども、有効活用というところで前向きに検討してい

ただければと。 

 あと、山本参事も若干消極的で、町長はどちらかというと駐車場のことも検討して、あれ

はたしかエミューファームの前辺り、ＮＥＸＣＯの駐車場の安全地帯なのか分かりませんけ

れども、かなり駐車スペースとして使われていないスペースがあります。そういったところ

も含めて駐車場としてお借りいただければいいのかなと思いますけれども、ぜひそのふるさ

と名物市場も大切ですけれども、もうちょっと広域であそこを、せっかく白坂久保田２号線

が開通していろんな方が行きやすくなったので、もうちょっと広い視点で考えていただけれ

ばと思います。要望としてお伝えしておきます。 

 ⑷の定住促進の魅力の一つとして紹介できないかということで、御存じだと思いますけれ

ども、あそこのパーキング内にはいろんな飲食店もありますし、佐賀、福岡、大分、熊本な
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どの名産名菓、洋菓子・和菓子なんかもありますし、基山ラーメンという、基山という名前

をつけたラーメンがあるんですよね。私は広川ラーメンよりもよっぽどおいしいと思うんで

すけれども、そういったものもあります。その辺の活用をするために、駐車場もないとなか

なか難しい、今４台しかお客様用駐車場というのがないんですよね。道路には常時車が止ま

っていて、なかなか我々無断駐車で止めていくのもちょっとはばかられますので、行くのを

ためらったりするときもあるんですけれども、こちらのところをもっと、せっかく開通しま

したので、いろんな意味でおもてなしマップ等を今後作成するときに取り入れていって、内

外にアピールしていただきたいんですけれども、定住促進課の課長の立場としてはいかがで

すか。 

○議長（品川義則君） 

 亀山定住促進課長。 

○定住促進課長（亀山博史君） 

 基山パーキングエリアにつきましては、恐らく私の私感もありますけれども、基山町で一

番発信力が高く、また九州内でも知名度の高いポイントだと思っております。高速バスの発

着としましても、西鉄バスを中心に福岡天神ターミナルに並ぶ発着本数を持っておりますの

で、町内外とのアクセス、これから関係人口を増やしていくためにも重要な拠点だと考えて

おります。町長の答弁でもありましたように、今後ＮＥＸＣＯ西日本のほうにも地域連携の

専門の部署がございますので、せんだって小城市なんかもＮＥＸＣＯ西日本と連携して地域

おこしの取組をされているという事例もございます。基山町におきましても、まずは駐車場

の件もありますけれども、情報発信、それから地域連携という形で小さくまずは枠組みが作

れないかということで協議を進めたいと定住促進課としても考えておりますので、基山町と

して取組を進めてまいりたいと思います。 

○議長（品川義則君） 

 松石健児議員。 

○３番（松石健児君） 

 ぜひよろしくお願いします。 

 最後にもう一回、山本参事、せっかくここにもっと力を入れてほしいので、西鉄小郡駅と

かあの辺にカーシェアリングの車も４台ぐらいあるんですよね。福岡のいろんな拠点にあり

ます。あそこを拠点してカーシェアリングで車を使うということもあります。それも含めて、
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あそこに今後もっと力を入れていきたいという意気込みを最後に一言お願いします。 

○議長（品川義則君） 

 山本産業振興課参事。 

○産業振興課参事（山本賢子君） 

 御提案いただきましたので、十分に検討してまいりたいと思います。ありがとうございま

す。 

○議長（品川義則君） 

 松石健児議員。 

○３番（松石健児君） 

 以上で私の一般質問を終わります。どうもありがとうございました。 

○議長（品川義則君） 

 以上で松石健児議員の一般質問を終わります。 

 本日は、以上をもちまして散会とします。 

～午後３時30分 散会～ 


